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行政ニュース
京都府知事選挙など

子ども議会
日ごろ感じたことを質問

みんなの広場 
2 月 3 日は絵手紙の日など

INFORMATION 
町文化サークル加盟の募集など

ふるさとの川の流れに 
古川流域の変遷（３）

小雨が降るなか力走
　1月31日、冬の恒例イベント「第20回くみやまマ
ラソン」がおこなわれました。
　20回目を迎える今年の大会には過去最高の2,170人
がエントリーし、参加者は、沿道の大きな声援を受
けながら、自然豊かな木津川河川敷を駆け抜けまし
た。　(大会結果は、９㌻に掲載しています。)
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広報くみやま平成 22 年 3 月 1 日

　

日
本
国
民
で
、
平
成
２
年
４
月
12
日
以
前

に
生
ま
れ
た
人
で
、
平
成
21
年
12
月
24
日
以

前
に
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
、
町
の
選

挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
で
す
。

転
入
さ
れ
た
人
…
平
成
21
年
12
月
25
日
以
後

に
京
都
府
内
の
他
の
市
町
村
か
ら
久
御
山

町
に
転
入
（
届
出
）
を
さ
れ
た
人
は
、
居

住
証
明
書
（
無
料
）
の
交
付
を
受
け
て
、前

住
所
地
で
投
票
で
き
ま
す
。（
前
住
所
地
の

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

必
要
で
す
。）

転
出
さ
れ
た
人
…
平
成
21
年
12
月
25
日
以
後

に
久
御
山
町
か
ら
京
都
府
内
の
他
の
市
町

村
へ
転
出
さ
れ
た
人
は
、
居
住
証
明
書
の

交
付
を
受
け
て
、
久
御
山
町
で
投
票
が
で

き
ま
す
。（
久
御
山
町
の
選
挙
人
名
簿
に
登

録
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。）

※ 

居
住
証
明
書
は
、
転
入
・
転
出
さ
れ
た
市

町
村
の
役
所
ど
ち
ら
で
も
交
付
で
き
ま
す
。

※
京
都
府
外
に
転
出
さ
れ
た
人
は
投
票
で
き

ま
せ
ん
。
ま
た
、
転
入
・
転
出
い
ず
れ
の

場
合
も
、
住
所
の
移
転
は
市
町
村
を
単
位

と
し
て
１
回
に
限
り
ま
す
。

　

仕
事
や
旅
行
、
病
気
な
ど
の
た
め
、
投
票

日
に
投
票
所
へ
行
け
な
い
人
は
、
期
日
前
投

票
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

期
日
前
投
票
は
、
手
続
き
が
簡
単
で
、
投

票
所
と
同
じ
よ
う
に
投
票
用
紙
を
投
票
箱
に

入
れ
て
投
票
で
き
ま
す
。

　

期
日
前
投
票
の
で
き
る
期
間
は
、
３
月
26

日
㈮
か
ら
４
月
10
日
㈯
ま
で
で
す
。
受
付
時

間
は
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
８
時
ま
で
で
、

土
曜
・
日
曜
日
も
投
票
で
き
ま
す
。

　

場
所
は
、
役
場
庁
舎
１
階
ロ
ビ
ー
の
期
日

前
投
票
所
で
す
。
投
票
所
入
場
券
を
ご
持
参

の
う
え
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

京
都
府
選
挙
管
理
委
員
会
が
指
定
し
た
病

院
、
老
人
ホ
ー
ム
等
に
入
院
（
入
所
）
し
て

い
る
人
は
、
そ
の
病
院
等
で
不
在
者
投
票
が

で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
遠
方
に
滞
在
し
て
い
る
た
め
投
票

日
だ
け
で
な
く
、
期
日
前
投
票
期
間
も
投
票

で
き
な
い
人
は
、
滞
在
先
の
市
区
町
村
の
選

挙
管
理
委
員
会
で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

　

身
体
障
害
者
手
帳
や
戦
傷
病
者
手
帳
を
お

持
ち
の
人
で
、
一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
人

は
、
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

こ
の
場
合
、
町
選
管
発
行
の
「
郵
便
等
投
票

証
明
書
」
が
必
要
で
す
の
で
事
前
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

　

投
票
所
の
受
付
事
務
を
円
滑
に
お
こ
な
う

た
め
に
「
投
票
所
入
場
券
」
を
郵
送
し
ま
す
。

投
票
の
際
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

投
票
日
間
近
に
な
っ
て
も
届
か
な
い
と
き

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
／
町
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

（
広
報
行
政
課
内
）

※
投
票
方
法
や
選
挙
結
果
等
は
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

任
期
満
了
に
伴
う
京
都
府
知
事
選
挙
が
３
月
25
日
告
示
、
４
月
11
日
投
票
で
お

こ
な
わ
れ
ま
す
。
棄
権
す
る
こ
と
な
く
、あ
な
た
の
大
切
な
一
票
を
投
じ
ま
し
ょ
う
。

　

投
票
日
の
投
票
時
間
は
、
午
前
７
時
か
ら
午
後
８
時
ま
で
で
す
。

　自転車は車道を通行するのが原則
です。ただし、次の場合は、歩道通
行が可能です。
・標識により認められた歩道
・内閣府令で定める障害のある身体

障害者
・車道通行が危険な場合
・13 歳未満・70 歳以上の人

・夜間は、ライトを点灯しましょう
・二人乗り、並進（横に並んで走る）

は、絶対にやめましょう。
・交差点では一時停止と安全確認を

しましょう。

　自転車は、車道の左側を通行しま
しょう。

　歩道を通行する場合は、直ちに止
まれる速度で、歩道中央から車道寄
りを通りましょう。

　幼児を自転車に同乗させる場合は、
乗車用ヘルメットを着用しましょう。
問い合わせ／建設整備課

守ろう！自転車の交通マナー
　自転車は大変手軽な乗り物として、子供から高齢者まで利用されています。
しかしながら乗り方を間違えると重大な事故につながります。自転車の通行
ルールを守らず、危険な乗り方をして交通事故に遭うケースが増えています。

「自転車安全利用五則」を守り自転車の安全利用に努めましょう。

◆ 

久
御
山
町
で
投
票
で
き
る
人

京
都
府
知
事
選
挙

〜
投
票
日
は
４
月
11
日
㈰
で
す
〜

◆ 

最
近
、
府
内
で
住
所
移
転
さ
れ
た
人
は

◆ 

投
票
日
に
投
票
で
き
な
い
人
は
、

　

 

期
日
前
投
票
を

◆ 

病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
、

　

 

滞
在
先
で
の
不
在
者
投
票

◆ 

郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票

◆ 

投
票
所
入
場
券
は
郵
送
し
ま
す

１. 自転車は、車道が原則、
　  歩道は例外 ３．車道は左側を通行

２．安全ルールを守る

４．歩道は歩行者優先で、
　　車道寄りを徐行

５．子どもはヘルメットを着用
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行政ニュース

　

町
消
防
本
部
で
は
、
平
成
22
年
３
月
11
日
㈭
か
ら
、
携
帯
電
話
・
Ｉ
Ｐ
電
話
等
か
ら

１
１
９
番
通
報
し
た
場
合
、
音
声
通
話
と
併
せ
て
通
報
者
の
発
信
位
置
に
関
す
る
情
報

が
消
防
署
に
通
知
さ
れ
る
「
発
信
位
置
情
報
通
知
シ
ス
テ
ム
」
を
導
入
し
ま
す
。

　

特
に
屋
外
か
ら
の
携
帯
電
話
に
よ
る
１
１
９
番
通
報
に
は
大
変
効
果
的
で
、
通
報
者

が
住
所
に
不
案
内
な
場
合
で
も
、
発
信
位
置
を
迅
速
に
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り

ま
す
。

[

携
帯
電
話]

[

Ｉ
Ｐ
電
話
等]

　

０
５
０
で
始
ま
る
電
話
番
号
の
も
の
を
除

い
た
も
の
。

※
従
来
の
固
定
電
話
で
の
１
１
９
番
通
報
で

は
、
位
置
情
報
は
通
知
さ
れ
ま
せ
ん
。

[

携
帯
電
話
の
場
合]

　

携
帯
電
話
番
号
・
位
置
情
報
（
緯
度
・
経

度
・
高
度
）・
位
置
情
報
の
精
度
情
報
（
Ｇ
Ｐ

Ｓ
対
応
機
種
に
つ
い
て
は
、
よ
り
精
度
の
高

い
位
置
情
報
が
通
知
さ
れ
ま
す
。）

[

Ｉ
Ｐ
電
話
等
の
場
合]

　

電
話
番
号
・
契
約
者
の
住
所
・
氏
名

※
こ
の
情
報
を
元
に
、
簡
易
端
末
シ
ス
テ
ム

の
画
面
上
に
電
話
番
号
等
と
地
図
を
表
示

し
ま
す
。

「
１
８
４
」
を
付
加
し
た
通
報
に
つ
い
て

　
「
１
８
４
」を
付
加
さ
れ
た
発
信
者
番
号
非

通
知
１
１
９
番
通
報
を
さ
れ
た
場
合
は
、
位

置
情
報
は
消
防
本
部
に
通
知
さ
れ
ま
せ
ん
。

こ
の
場
合
で
も
、
消
防
本
部
に
お
い
て
緊
急

に
位
置
情
報
が
必
要
で
あ
る
と
判
断
し
た
と

き
に
は
、
位
置
情
報
を
取
得
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　

携
帯
電
話
の
位
置
情
報
は
、
携
帯
電
話
の

機
能
や
電
波
状
態
な
ど
に
よ
り
十
分
確
認
で

き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

１
１
９
番
通
報
時
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り

通
報
場
所
の
所
在
地
や
目
印
と
な
る
目
標
物

を
伝
え
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
／
町
消
防
本
部　

総
務
課
☎
０

　
　

７
５
（
６
３
１
）
１
５
１
５　
　

０
７

　
　

５
（
６
３
２
）
５
３
８
２

E-M
ail

： syoubou@
tow

n.kum
iyam

a.
kyoto.jp

消
防
本
部
か
ら
の
お
願
い

　

１
１
９
番
は
緊
急
通
報
用
電
話
番
号
で

す
。
問
い
合
わ
せ
に
は
使
用
し
な
い
で
く

だ
さ
い
。

　

救
急
車
の
適
正
利
用
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。

携
帯
電
話
・
Ｉ
Ｐ
電
話
等
か
ら
の

１
１
９
番
緊
急
通
報
時
の

発
信
位
置
情
報
通
知
シ
ス
テ
ム

運用
開始!

ど
ん
な
電
話
が
対
象
？

何
が
通
知
さ
れ
る
の
？

「
１
８
４
」
を
付
加
し
た

通
報
に
つ
い
て

口
頭
に
よ
る

情
報
伝
達
の
お
願
い

携帯電話

IP 電話

　

１
１
９
番
通
報
す
る
時
は
、
通
報
メ
モ
に
従
っ
て
、
あ
わ
て

ず
あ
せ
ら
ず
に
必
要
事
項
を
お
答
え
く
だ
さ
い
。

119番
通報は、

通報メモ
①火事か、救急か

②住所・場所

③燃えているもの（救急なら誰がどのような状態か）

④目標となるもの（○○小学校の前、○○交差点の近くなど）

火事です・救急です

久御山町 番地
アパート・マンション名

（　　　　　　宅）

（火災のとき）　　　　　　　　 が燃えています

（救急のとき）　　（誰）　　 が　（状態）　です

目標は、
です

〔通報者氏名〕

〔電話番号〕（　　　　　−　　　　　　）

あ
わ
て
ず

 

あ
せ
ら
ず
に
！
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質
問　

雨
の
日
で
も
雪
の
日
で
も
遊
べ
る
屋
根
付

き
の
公
園
を
作
れ
ま
せ
ん
か
。

　

屋
根
付
き
の
公
園
が
あ
る
と
公
園
で
元
気
よ
く

遊
べ
て
体
も
丈
夫
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

坂
本
町
長　

公
園
は
、
地
域
の
幼
児
か
ら
高
齢
者

の
方
ま
で
が
ゆ
っ
た
り
と
交
流
で
き
、
憩
え
る
場

と
し
て
数
多
く
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

雨
や
雪
の
日
、
ま
た
落
ち
葉
や
花
壇
の
花
で
、

四
季
を
感
じ
な
が
ら
過
ご
す
こ
と
は
、
人
の
心
を

豊
か
に
し
ま
す
。
全
国
的
に
屋
根
付
き
の
公
園
や

グ
ラ
ウ
ン
ド
が
な
い
の
は
、
そ
う
い
っ
た
意
味
が

含
ま
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

雨
の
日
は
、
毎
月
第
２
・
４
土
曜
日
の
午
前
中

を
体
育
館
開
放
ス
ポ
ー
ツ
デ
ー
と
し
て
体
育
館
を

開
放
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ゆ
う
ホ
ー
ル
の
図
書

館
で
の
読
書
な
ど
、
雨
の
日
に
し
か
で
き
な
い
遊

び
を
見
つ
け
、
楽
し
く
過
ご
す
こ
と
も
出
来
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

質
問　

中
学
校
の
給
食
の
実
施
と
、小
学
校
に「
ラ

ン
チ
ル
ー
ム
」
の
設
置
が
で
き
ま
せ
ん
か
。

　

給
食
は
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
が
と
れ
、

お
母
さ
ん
も
助
か
り
ま
す
。
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
は
、

楽
し
く
食
べ
ら
れ
、全
学
年
と
仲
良
く
な
れ
ま
す
。

石
丸
教
育
長　

町
で
は
、
以
前
に
中
学
校
の
生
徒

と
保
護
者
に
「
昼
食
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を

実
施
し
た
結
果
、
給
食
を
希
望
す
る
人
よ
り
も
希

望
し
な
い
生
徒
の
方
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　

田
口
議
員
の
思
い
や
り
の
気
持
ち
は
す
ば
ら
し

い
で
す
が
、多
く
の
生
徒
た
ち
の
意
見
を
尊
重
し
、

現
在
、中
学
校
の
給
食
実
施
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
で
す
が
、
限
ら
れ
た
予

算
で
何
を
最
優
先
と
す
る
の
か
を
考
え
た
と
き
、

安
心
し
て
勉
強
で
き
る
環
境
を
整
え
る
た
め
の
教

室
整
備
が
一
番
大
事
だ
と
考
え
て
実
施
し
て
き
ま

し
た
。
今
後
と
も
皆
さ
ん
が
楽
し
く
安
心
し
て
学

校
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

　

２
月
11
日
午
前
10
時
か
ら
議
会
棟
４
階
の

議
場
で
、
明
日
の
久
御
山
町
を
担
う
子
ど
も

た
ち
が
、
１
日
議
員
と
な
っ
て
、「
子
ど
も

議
会
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

議
会
に
は
、
町
内
３
小
学
校
か
ら
６
年
生

12
人
と
久
御
山
中
学
校
２
年
生
４
人
の
計
16

人
と
、
坂
本
町
長
ら
理
事
者
、
特
別
参
加
の

林
町
議
会
議
長
、
小
・
中
学
校
長
ら
が
出
席

し
ま
し
た
。

　

坂
本
町
長
か
ら
「
み
な
さ
ん
が
日
ご
ろ
疑

問
に
感
じ
て
い
る
こ
と
や
学
校
・
地
域
の
こ

と
な
ど
貴
重
な
意
見
を
聴
か
せ
て
い
た
だ
き

今
後
の
町
政
運
営
に
活
か
し
た
い
。
町
づ

く
り
や
議
会
の
こ
と
を
学
び
、
体
験
を
と
お

し
て
ふ
る
さ
と
久
御
山
の
理
解
を
深
め
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。」
と
あ
い
さ
つ
。

つ
づ
い
て
林
町
議
会
議
長
の
激
励
の
あ
い
さ

つ
の
あ
と
、
久
御
山
中
学
校
の
山
下
祐
介
議

長
の
開
会
宣
言
に
よ
り
、
傍
聴
席
で
保
護
者

ら
が
見
守
る
中
、
子
ど
も
議
員
に
よ
る
「
私

た
ち
の
質
問
」
が
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
、
町
長
、

教
育
長
の
答
弁
に
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま

し
た
。

(

今
号
で
は
、
質
問
、
答
弁
を
要
約
し
て
ご

紹
介
し
ま
す)　
＝
敬
称
略
＝

久
御
山
町
子
ど
も
議
会

地
球
環
境
や

　

登
下
校
の
安
全
対
策
な
ど天

候
に
関
係
な
く
遊
べ
る
施
設
に
つ
い
て

中
学
校
で
の
給
食
実
施
な
ど
に
つ
い
て

15人の
子ども議員が
日ごろ

感じたことを
質問

議事を進行する

　　　山下　祐介議長
　　　　　　（久御山中学校）

佐山小学校
福本　有那 議員 

御牧小学校
田口　裕都 議員 
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子ども議会

質
問　

町
に
球
技
の
で
き
る
公
園
を
増
や
す
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
か
。

　

野
球
や
サ
ッ
カ
ー
が
で
き
る
広
い
公
園
が
あ
ま

り
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
ボ
ー
ル
使
用
を
禁
止
し

て
い
る
公
園
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

坂
本
町
長　

外
で
も
っ
と
遊
び
た
い
と
い
う
質
問

を
い
た
だ
き
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

　

現
在
、
野
球
や
サ
ッ
カ
ー
が
で
き
る
の
は
、
木

津
川
河
川
敷
の
運
動
広
場
と
、
久
御
山
中
央
公
園

で
、
休
日
に
は
各
小
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
も
開
放

し
て
い
ま
す
。

　

将
来
の
計
画
目
標
で
は
、
総
合
体
育
館
の
周
辺

を
住
宅
地
に
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ

の
時
に
み
ん
な
が
遊
べ
る
公
園
も
つ
く
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

つ
く
る
時
期
や
場
所
は
未
定
で
す
が
、
で
き
る

だ
け
野
球
や
サ
ッ
カ
ー
も
で
き
る
よ
う
な
公
園
を

つ
く
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

質
問　

学
校
で
Ｄ
Ｓ
を
活
用
す
る
こ
と
を
提
案
し

ま
す
。

　

八
幡
市
の
小
・
中
学
校
で
Ｄ
Ｓ
を
利
用
し
た
学

習
を
し
て
い
る
様
子
を
テ
レ
ビ
で
見
て
、
ワ
ク
ワ

ク
し
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

石
丸
教
育
長　

Ｄ
Ｓ
を
使
っ
た
学
習
を
体
験
し

た
児
童
等
の
意
見
は
、
大
変
楽
し
く
学
習
で
き
る

と
い
う
こ
と
で
す
が
、
英
語
の
単
語
練
習
や
漢
字

練
習
で
そ
の
力
が
つ
い
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、

今
後
経
過
を
見
る
と
の
こ
と
で
す
。

  

ま
た
、
Ｄ
Ｓ
の
通
信
機
能
は
、
町
で
も
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
等
を
使
っ
た
パ
ソ
コ
ン
学
習
を
し
て
い
ま

す
の
で
、
Ｄ
Ｓ
を
使
う
必
要
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
伝
え
た
い
こ
と
は
、
文
字
よ
り
直
接
伝
え
る

こ
と
の
方
が
正
確
に
伝
え
ら
れ
、
人
と
人
と
が
心

か
ら
わ
か
り
合
う
こ
と
も
大
切
で
す
。

  

Ｄ
Ｓ
だ
け
で
な
く
、
様
々
な
学
習
方
法
で
楽
し

い
授
業
が
で
き
る
よ
う
先
生
方
も
努
力
し
て
い
ま

す
の
で
皆
さ
ん
も
一
生
懸
命
勉
強
し
て
く
だ
さ
い
。

質
問　

電
車
の
駅
を
町
内
に
つ
く
っ
て
も
ら
え
ま

せ
ん
か
。
バ
ス
は
、
本
数
も
少
な
い
た
め
不
便
で
、

出
か
け
る
時
は
、
父
や
母
に
駅
ま
で
送
っ
て
ら
っ

て
い
ま
す
。
地
球
温
暖
化
ス
ト
ッ
プ
に
も
貢
献
で

き
る
と
思
い
ま
す
。

坂
本
町
長　

ご
質
問
の
と
お
り
、
町
に
電
車
の
駅

が
で
き
れ
ば
、
便
利
に
な
る
と
思
い
、
長
い
間
電

車
の
駅
を
つ
く
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
難

し
い
問
題
が
あ
り
、
今
は
実
現
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
電
車
に
代
わ
っ
て
、
バ
ス
を
た
く
さ

ん
走
ら
せ
て
、
現
在
、
近
く
の
駅
ま
で
は
、
の
っ

て
こ
バ
ス
や
路
線
バ
ス
を
使
い
20
分
ほ
ど
で
行
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。
の
っ
て
こ
バ
ス
は
、
路
線
バ

ス
が
通
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
を
補
う
た
め
の
運
行

で
便
数
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
お
年
寄
り
や
自

動
車
に
乗
ら
れ
な
い
人
な
ど
に
は
便
利
で
役
に

立
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
も
公
共
の
バ
ス
交
通
を
便
利
に
し
、
あ
わ

せ
て
電
車
の
駅
が
つ
く
れ
る
よ
う
努
力
し
ま
す
。

質
問　

地
球
温
暖
化
の
こ
と
を
考
え
、
み
ん
な
が

エ
コ
バ
ッ
ク
を
使
う
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

レ
ジ
袋
を
有
料
化
に
す
れ
ば
エ
コ
バ
ッ
ク
を
使
用

す
る
人
が
増
え
地
球
に
優
し
い
環
境
を
作
る
こ
と

が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

坂
本
町
長　

昔
は
み
ん
な
買
い
物
か
ご
で
買
い
物

に
行
き
ま
し
た
が
レ
ジ
袋
は
、
軽
く
て
丈
夫
な
こ

と
か
ら
急
速
に
普
及
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
レ
ジ
袋
の
年
間
の
使
用
量
は
、
３

０
０
億
枚
と
も
言
わ
れ
て
お
り
、
最
終
的
に
は
、

ほ
と
ん
ど
が
ゴ
ミ
と
し
て
捨
て
ら
れ
て
い
る
状
況

で
す
。

　

松
井
議
員
の
質
問
の
と
お
り
、
レ
ジ
袋
の
有
料

化
は
、
い
い
方
法
だ
と
思
い
ま
す
。
一
人
ひ
と
り

が
地
球
温
暖
化
を
防
止
す
る
気
持
ち
に
な
っ
て
エ

コ
バ
ッ
ク
で
買
い
物
を
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
近
は
、
町
内
の
ス
ー
パ
ー
で
も
エ
コ
バ
ッ
ク

を
勧
め
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
今
後
も
お
店

の
人
と
も
話
し
合
い
な
が
ら
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、

考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

質
問　

一
昨
年
私
は
広
島
派
遣
の
平
和
学
習
に
参

加
し
、
戦
争
の
な
い
世
界
に
し
た
い
と
強
く
思
い

ま
し
た
。
２
年
経
っ
た
今
、
広
島
で
学
ん
だ
こ
と

す
ら
忘
れ
か
け
て
い
る
の
で
す
。

　

継
続
的
に
平
和
に
つ
い
て
学
習
で
き
る
機
会
や

場
所
を
設
け
ら
れ
な
い
で
す
か
。

石
丸
教
育
長　

平
和
学
習
に
参
加
さ
れ
、
平
和
の

尊
さ
や
大
切
さ
を
勉
強
さ
れ
た
こ
と
が
よ
く
わ
か

り
ま
し
た
。
平
和
学
習
事
業
が
終
わ
っ
て
も
、
平

和
に
つ
い
て
学
び
た
い
と
思
わ
れ
る
林
議
員
を
う

れ
し
く
思
い
ま
す
。

　

ご
指
摘
の
と
お
り
、
平
和
学
習
は
一
時
の
学
習

に
と
ど
め
る
こ
と
な
く
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

繰
り
返
し
学
習
し
て
い
く
べ
き
こ
と
が
ら
だ
と
思

い
ま
す
。

　

町
で
は
、
忌い

ま
わ
し
い
戦
争
を
繰
り
返
え
さ

ず
に
、
人
類
の
平
和
が
い
つ
ま
で
も
続
く
こ
と
を

願
っ
て
、
広
島
派
遣
事
業
や
終
戦
記
念
日
の
平
和

祈
念
集
会
な
ど
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
ま
た
図
書

館
で
の
平
和
関
係
図
書
展
示
や
ビ
デ
オ
の
充
実
に

努
め
て
い
ま
す
。
特
に
今
年
度
は
、
住
民
の
方
々

が
約
１
８
，
０
０
０
羽
の
折
り
鶴
を
平
和
公
園
に

納
め
た
り
、原
爆
被
災
者
に
よ
る
「
平
和
の
語
り
」

を
行
っ
た
り
し
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
、
継
続
的

に
平
和
や
人
権
の
問
題

に
つ
い
て
考
え
て
い
く

機
会
を
増
や
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

球
技
の
で
き
る
公
園
に
つ
い
て

授
業
で
の
Ｄ
Ｓ
利
用
に
つ
い
て

交
通
網
に
つ
い
て

レ
ジ
袋
の
有
料
化
に
つ
い
て

継
続
的
な
平
和
学
習
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

東角小学校
田村　哲哉 議員 

佐山小学校
野々山　恭 議員 

御牧小学校
中村　泰雅 議員  

東角小学校
松井希良莉 議員 

久御山中学校
林　  法子 議員 
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質
問　

下
津
屋
団
地
か
ら
の
通
学
路
は
第
二
京

阪
道
路
の
横
を
通
っ
て
い
る
の
で
民
家
が
少
な
く
、

危
険
で
す
。
是
非
、
民
家
で
の
「
子
ど
も
１
１
０

番
の
家
」
を
増
や
し
て
く
だ
さ
い
。

坂
本
町
長　

安
本
議
員
が
ご
指
摘
の
よ
う
に
、「
子

ど
も
１
１
０
番
の
家
」
を
増
や
し
、
注
意
の
呼
び

か
け
や
看
板
を
増
や
し
、
パ
ト
ロ
ー
ル
を
す
る
な

ど
、
久
御
山
町
を
安
全
安
心
な
町
に
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

近
く
に
「
子
ど
も
１
１
０
番
の
家
」
が
な
く
て

も
、
近
く
の
お
店
や
民
家
、
会
社
な
ど
に
駆
け
込

ん
で
く
だ
さ
い
。ま
た
、「
子
ど
も
安
全
見
守
り
隊
」

の
人
た
ち
も
皆
さ
ん
を
守
っ
て
く
れ
ま
す
。

　

最
近
テ
レ
ビ
な
ど
で
も
悪
い
ニ
ュ
ー
ス
も
多
く
、

皆
さ
ん
が
不
安
に
思
う
の
も
無
理
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

も
っ
と
「
子
ど
も
１
１
０
番
の
家
」
を
増
や
し
、

皆
さ
ん
が
安
心
し
て
学
校
に
行
け
る
よ
う
に
町
全

体
が
安
全
に
な
る
よ
う
に
町
の
人
た
ち
や
会
社
の

人
た
ち
に
も
働
き
か
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

質
問　

帰
り
道
に
学
年
の
友
だ
ち
と
別
れ
て
１
人

に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
下
校
の
時
だ
け
で
も

ス
ク
ー
ル
バ
ス
が
あ
れ
ば
１
人
に
な
る
こ
と
も
少

な
く
な
り
こ
わ
い
目
に
あ
う
こ
と
も
減
り
ま
す
。

石
丸
教
育
長　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
が
、
運
行
さ
れ
て

る
市
町
村
は
、
人
口
が
少
な
い
上
に
校
区
の
範
囲

が
広
い
地
区
や
山
間
地
な
ど
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

　

久
御
山
町
は
学
校
か
ら
遠
い
と
こ
ろ
で
30
分
程

度
で
、
ほ
ぼ
平
地
で
あ
り
、
危
険
な
通
学
路
に
は

歩
道
橋
な
ど
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
友
だ
ち
と
、

四
季
の
変
化
を
感
じ
、
小
さ
い
子
ど
も
た
ち
に
配

慮
し
な
が
ら
歩
く
こ
と
、
ま
た
、
地
域
の
人
た
ち

と
あ
い
さ
つ
を
交
わ
し
て
歩
く
こ
と
は
、
大
変
重

要
な
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
地
域
に
は
子
ど
も
１
１
０
番
の
家
が

あ
っ
た
り
地
域
の
方
が
パ
ト
ロ
ー
ル
し
て
く
だ

さ
っ
た
り
し
て
い
ま
す
の
で
、
遅
く
な
ら
な
い
よ

う
、
明
る
い
う
ち
に
通
学
路
を
通
っ
て
帰
っ
て
く

だ
さ
い
。

質
問　

学
校
で
は
、
時
間
を
意
識
し
行
動
を
す
る

た
め
に
「
時
計
」
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

下
校
後
、
遊
び
に
出
か
け
た
時
に
「
時
計
」
が

な
く
困
り
ま
す
。
町
の
い
ろ
い
ろ
な
所
に「
時
計
」

を
つ
け
て
も
ら
え
ま
せ
ん
か
。

坂
本
町
長　

時
間
を
守
る
こ
と
は
と
て
も
大
切

で
す
。
昔
は
お
寺
の
鐘
が
時
間
を
知
ら
せ
て
お

り
、時
間
を
守
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、最
近
は
、

ど
こ
の
家
に
も
時
計
が
あ
り
、
大
人
は
、
腕
時
計

を
は
め
る
よ
う
に
な
っ
て
大
変
便
利
に
な
り
ま
し

た
。

　

時
に
大
人
の
考
え
で
時
間
は
い
つ
で
も
分
か
る

と
思
い
、
設
置
し
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
回

の
質
問
で
私
た
ち
に
は
気
づ
か
な
か
っ
た
子
ど
も

さ
ん
の
意
見
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

大
石
議
員
の
指
摘
の
よ
う
に
、
色
々
な
人
が
集

ま
る
場
所
に
は
時
計
が
あ
れ
ば
い
い
と
私
も
思
い

ま
す
の
で
、
で
き
る
場
所
か
ら
少
し
ず
つ
増
や
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

質
問　

工
業
地
域
は
、
車
の
量
も
多
く
、
工
場
か

ら
変
な
臭
い
が
し
て
く
る
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。

工
場
敷
地
内
の
緑
化
や
道
路
の
緑
化
を
進
め
ら
れ

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

工
業
地
域
の
環
境
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
な
対

策
を
と
っ
て
い
ま
す
か
。

坂
本
町
長　

工
業
地
域
の
緑
化
は
、
大
き
な
工
場

な
ど
で
は
、
一
定
の
緑
化
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

多
く
の
事
業
所
は
敷
地
面
積
が
狭
い
た
め
十
分
な

緑
化
が
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
平
成
19

年
度
に
京
都
府
地
球
温
暖
化
対
策
条
例
が
制
定
さ

れ
、
町
で
も
緑
化
に
対
し
適
切
な
指
導
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

一
方
、
道
路
の
緑
化
は
、
一
部
の
道
路
に
街
路

樹
を
植
え
て
い
ま
す
が
、

そ
の
ほ
か
の
道
路
に
つ

い
て
は
幅
員
が
狭
い
た

め
植
樹
が
で
き
て
い
ま

せ
ん
。
今
後
新
た
に
整

備
す
る
道
路
に
は
、
で

き
る
限
り
街
路
樹
を
植

え
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

質
問　

校
庭
の
芝
生
化
を
提
案
し
ま
す
。

　

学
校
の
校
庭
は
、
土
な
の
で
、
こ
け
た
時
に
怪

我
を
し
た
り
、
机
な
ど
が
砂
っ
ぽ
く
な
っ
た
り
し

ま
す
。
芝
生
化
は
、
そ
れ
ら
を
な
く
し
夏
の
気
温

の
上
昇
を
抑
え
る
な
ど
良
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

坂
本
町
長　

校
庭
の
芝
生
化
は
小
梅
議
員
の
質

問
の
と
お
り
、
温
暖
化
防
止
や
砂
ぼ
こ
り
の
解
消

な
ど
環
境
面
の
向
上
と
外
で
遊
ぶ
機
会
の
増
加
や

こ
ろ
ん
で
も
怪
我
を
し
な
い
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
芝
生
化
す
る
に
は
た
く
さ
ん
の
課
題

が
あ
り
、
美
し
い
緑
色
を
維
持
し
て
い
く
に
は
多

く
の
お
金
と
人
手
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

芝
生
化
に
は
児
童
生
徒
の
皆
さ
ん
や
学
校
の
先

生
方
を
は
じ
め
、
地
域
の
住
民
の
方
々
な
ど
た
く

不
審
者
対
策
に
つ
い
て

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
導
入
に
つ
い
て

公
共
の
場
所
に
時
計
の
設
置
に
つ
い
て

工
業
地
域
の
緑
化
に
つ
い
て

校
庭
の
芝
生
化
に
つ
い
て

佐山小学校
安本　公輝 議員 

御牧小学校
川下　実範 議員 

東角小学校
大石　　響 議員  

久御山中学校
大里　　武 議員 

佐山小学校
小梅　英介 議員 

答弁をする
　坂本町長
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子ども議会

さ
ん
の
人
の
協
力
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
当
面
は
、

試
験
的
に
狭
い
面
積
、
例
え
ば
校
庭
の
一
部
な
ど

を
芝
生
化
し
て
、
皆
さ
ん
の
協
力
が
得
ら
れ
、
維

持
管
理
が
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
徐
々
に
面
積
を

増
や
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

質
問　

学
校
の
中
に
魚
が
住
め
る
池
な
ど
自
然
と

ふ
れ
あ
う
こ
と
が
で
き
る
場
所
（
ビ
オ
ト
ー
プ
）

を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

小
学
校
に
は
、
小
さ
な
池
が
あ
り
ま
す
が
水
も

入
っ
て
な
く
自
然
に
ふ
れ
あ
え
る
場
所
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
自
然
に
ふ
れ
あ
い
、
花
の
観
察
な
ど
が

で
き
る
場
所
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

石
丸
教
育
長　

学
校
は
、
学
習
を
す
る
場
で
あ
る

と
と
も
に
、
学
校
の
行
事
や
様
々
な
学
校
活
動
を

通
し
て
、
心
と
体
を
鍛
え
た
り
す
る
場
で
も
あ
り

ま
す
。
学
校
で
生
き
物
を
飼
っ
た
り
、
花
を
植
え

た
り
し
て
命
の
大
切
さ
を
学
ん
で
も
ら
う
こ
と
も

大
切
な
勉
強
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
ビ
オ
ト
ー
プ
に
は
な
か
な
か
野
生
動

物
が
あ
つ
ま
ら
な
い
と
聞
い
て
お
り
、
学
校
に
作

る
の
は
大
変
難
し
い
よ
う
で
す
。

　

一
度
、
学
校
の
探
検
を
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

木
や
草
花
、
小
さ
な
動
物
た
ち
な
ど
自
然
に
ふ
れ

あ
え
る
も
の
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
岸
議
員
の

好
き
な
絵
の
材
料
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

現
在
の
小
学
校
の
池
は
、
修
理
を
し
て
も
水
が

抜
け
て
し
ま
う
状
態
で
す
。
今
後
、
学
校
と
相
談

し
て
い
い
方
法
を
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

質
問　

全
校
朝
会
な
ど
の
時
は
、
１
・
２
年
生
が

暑
さ
で
話
を
集
中
し
て
聞
け
な
い
と
き
も
あ
り
ま

す
。
体
育
館
に
「
扇
風
機
」
を
設
置
し
て
体
育
館

全
体
に
風
を
送
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

石
丸
教
育
長　

最
近
は
、
地
球
温
暖
化
の
せ
い
も

あ
っ
て
か
、
５
月
か
ら
９
月
ご
ろ
ま
で
大
変
暑
く
、

皆
さ
ん
が
集
中
し
て
勉
強
で
き
て
い
る
か
と
心
配

し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
町
で
は
皆
さ
ん
が
少
し

で
も
勉
強
し
や
す
い
よ
う
に
と
長
く
過
ご
す
普
通

教
室
に
扇
風
機
を
設
置
し
ま
し
た
。
結
果
「
快
適

に
勉
強
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
い
う
こ
と
を

聞
い
て
、
大
変
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
地
震
に
備
え
て
建
物
を
補
強
す
る
工

事
な
ど
を
、
優
先
的
に
整
備
し
て
い
ま
す
。
こ
の

耐
震
補
強
工
事
に
は
、
３
小
学
校
の
体
育
館
の
工

事
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
工
事
を
す
る

時
に
、
扇
風
機
の
設
置
も
含
め
て
、
良
い
方
法
を

考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

質
問　

私
は
、「
ふ
れ
あ
い
」
と
い
う
意
見
を
提

案
し
ま
す
。
人
と
ふ
れ
あ
う
た
め
に
は
、
ま
ず
住

み
よ
い
町
づ
く
り
が
必
要
で
す
。
交
通
の
便
を
良

く
し
て
行
き
来
し
や
す
い
よ
う
な
環
境
を
作
っ
た

り
、
気
軽
に
楽
し
め
る
施
設
を
作
っ
た
り
す
る
こ

と
で
す
。
人
と
人
の
交
流
を
深
め
る
た
め
の
取
り

組
み
を
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

坂
本
町
長　

私
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
「
住
み

続
け
た
い
」「
住
ん
で
よ
か
っ
た
」
と
言
っ
て
い

た
だ
け
る
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
、
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
も
、
戸

島
議
員
の
質
問
の
よ
う
に
、
人
と
人
と
の
ふ
れ
あ

い
が
必
要
で
あ
る
と
私
も
思
っ
て
い
ま
す
。
町
に

は
、
中
央
公
民
館
や
総
合
体
育
館
な
ど
の
ほ
か
、

戸
島
議
員
も
利
用
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
、
ゆ

う
ホ
ー
ル
な
ど
の
施
設
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
施
設

は
み
ん
な
、
人
々
と
の
ふ
れ
あ
い
が
で
き
る
施
設

で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
町
に
は
交
流
で
き
る
施
設
が
多
く

あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
に
行
く
た
め
の

交
通
手
段
と
し
て
、「
の
っ
て
こ
バ
ス
」
を
運
行

し
て
い
ま
す
の
で
、
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

こ
れ
ら
の
施
設
が
も
っ
と
活
用
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
今
後
も
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
ま
す
。

　
「
子
ど
も
議
員
の
皆
さ
ん
が
日
ご
ろ
考
え
て
い

る
事
や
疑
問
を
具
体
的
に
質
問
し
て
い
た
だ
き
、

い
つ
も
と
異
な
る
観
点
か
ら
聞
か
し
て
い
た
だ
き

感
銘
を
受
け
、
皆
さ
ん
の
純
真
な
心
を
受
け
止
め

な
い
と
い
け
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

質
問
内
容
も
地
球
環
境
や
交
通
対
策
な
ど
真
剣

に
考
え
さ
せ
ら
れ
る
問
題
を
「
は
き
は
き
」
と
質

問
さ
れ
、
大
変
立
派
で
し
た
。
議
会
で
発
言
す
る

事
は
大
変
な
決
意
が
い
る
こ
と
で
、
貴
重
な
体
験

が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。」
と
石
丸
教
育
長
が
講

評
を
述
べ
、「
子
ど
も
議
会
」
を
閉
会
し
ま
し
た
。

ビ
オ
ト
ー
プ
の
設
置
に
つ
い
て

体
育
館
に
扇
風
機
の
設
置
に
つ
い
て

人
が
ふ
れ
あ
え
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

講　

評

御牧小学校
岸　みなみ 議員 

東角小学校
河本絵理奈 議員 

久御山中学校
戸島　洋子 議員 

講評をする
石丸教育長
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みんなが主役 
まちの話題 ! あ・れ・こ・れ

2010 Kumiyama

文化財防火訓練（1月 24 日・光福寺（市田））

2010 Kumiyama
青少年の主張発表会（1月16 日・ゆうホール）

（平成 20 年 9 月 12 日）
外で遊ぶのが大好き♡お気に入りは階段と

マンホール。たくましく育ってます。
野村　父 成基さん・母 賀津子さん

福
ふくしま

島 沙
さ ほ

凡・飛
ひ げ ん

元ちゃん 
（平成 18 年 6 月 26 日）（平成 20 年 9 月 18 日）

いつもたくさんの笑顔をありがとう。
これからも二人仲良くね。

佐山　父 功さん・母 千恵さん

友
ともやす

保 彩
あ や ね

音・悠
ゆ う と

音ちゃん 
（平成 19 年 1 月 18 日）（平成 20 年 12 月 25 日）

わが家の箱入り娘に箱入り息子です
いつまでも元気で仲良くね♡

佐山　父 壮さん・母 七世さん

書いた時の感動を、皆さんに
　2月3日が「絵手紙の日」に認定され、全国で30万通の
真心のこもった絵手紙が送られました。
　1月22日に絵手紙サークル和

なごみ

のみなさんが、「絵手紙
の日」のために書いた節分にちなんだ絵手紙約30通を持
ち寄り、発送準備をしました。会員の皆さんは、「絵手紙
は、心のこもったオリジナル作品。書いた時の感動が受け
取った人に伝わればうれしい。豆まきのように皆さんに届
けたいですね」と話しておられました。

技術のすごさに興味津々
　1月28日、御牧小学校体育館にロボットのムラタセイサ
ク君とセイコちゃんがやってきました。
　この日は、製作者の吉川浩一さんが、製作秘話でセイサ
ク君が自転車を乗りこなすまでは失敗の連続だったこと
を紹介し、子どもたちに「なにごとも失敗を恐れずチャレ
ンジし、科学を好きになってください」とのメッセージを
伝えました。授業では、子どもたちが、操作スティックを
使ってセイサ
ク君を操る場
面もあり、操作
にしたがって
セイサク君が
自転車で走り
出すと「すごー
い」と歓声があ
がっていました。

平
ひらさい

蔡 健
け ん と

人ちゃん 

2 月 3 日は絵手紙の日
中央公民館

▲絵手紙を発送する準備をする会員▲セイサク君を操る児童

サイエンスエキスパート派遣事業
御牧小学校
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2010 Kumiyama

豆まき（2 月 3 日・東角幼稚園）

2010 Kumiyama
輪投げ大会（2 月 9 日・荒見苑）

2010 Kumiyama

いきがい大学

（1月 25 日・役場 5 階コンベンションホール）

平成 22 年 1 月 10 日から平成 22 年 2 月 9 日までの受付分（敬称略）

②足立正登、③西尾元志、同一般女子18〜49歳（同
70人）…①松田めぐ美（20:14）、②石田紀子、③
枡谷優華、同50歳以上（同25人）…①大小田ふみ子
（20:59）、②竹内美雪、③菅野輝代
▷ 1 0 キ ロ 高 校 生 男 子（同16人）…①林和男
（32:14）、②林俊宏、③山下将宗、同女子（同5
人）…①広畑彩香（38:38）、②岩内紗絵、③川崎瑞
紀、同一般男子18〜29歳（同100人）…①谷本雄大
（33:39）、②中村智明、③安達大輝、同30歳代（同
194人）…①橋本猛志（大会新記録＝32:54)、②今
西智信、③室谷佳秀、同40歳代（同201人）…①古
野修（34:22）、②山根文雄、③平岡隆志、同50歳
代（同132人）…①上杉高正（36:44）、②東田幸
男、③吉岡毅、同60歳以上（同92人）…①足立安隆
（39:15）、②本江一博、③松井睦、同一般女子18〜
49歳（同140人）…①西倉佳代子（40:53）、②三
須麻里絵、③青山理恵子、同50歳以上（同31人）…
①村田節子（45:42）、②満岡冨佐子、③三木鈴子

＝敬称略・（　）は優勝タイム＝

大会結果
　1月31日におこなわれた、「第20回くみやまマラ
ソン」の各種目の上位入賞者は次ぎのとおりです。
▷1.5キロファミリーペアー（参加者226人）…①渡
辺宏・歩紀（5:34）、②高橋尚生・尚太郎、③山田
学・美季
▷3キロ小学生男子（同120人）…①田中稜(10:23）、
②松本直樹、③清原陸、同女子（同100人）…①髙
松望ムセンビ（大会新記録＝10:17）、②月野寧々、
③辻菜乃子、中学生男子（同54人）…①西村祐紀
（9:33）、②北川善幸、③溝口竜也、同女子（同69
人）…①鳥山幸奈（10:43）、②岡田茅里、③德田陽
葉里
▷5キロ中・高校生男子（同84人）…①谷本旭洋
（15:53）、②小角賢吾、③野口拓人、同女子（同
37人)…①岡田彩乃（18:03）、②河添香織、③髙千
穂香織、同一般男子18〜49歳（同93人）…①花澤
篤史（大会新記録＝15:35）、②関谷宜輝、③西村
直記、同50歳以上(同65人)…①山本泰典（17:34）、

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ご  

結  

婚

お  

誕  

生

地
区
名

夫
の
氏
名

妻
の
氏
名

大
橋
辺	

粂
田　

直
正	

粂
田　

葉
月

島　

田	

青
栁　

京
太	

青
栁
あ
ゆ
み

坊
之
池　

	

谷
口　

純
裕	

谷
口　

弥
生

佐　

山　

	

信
貴　

惠
太	

信
貴　

沙
矢

佐　

古　

	

茨
木　

光
作	

茨
木　

憂
子

　

林　

	

池
田　
　

聡	

池
田　

輝
美

　

〃　

	

松
井　

延
光	

松
井　

香
苗

　

〃　

	

上
野　

勝
久	

上
野
美
由
紀

下
津
屋　

	

西
山　

大
輔	

西
山　

里
紗

地
区
名

出  

生  

児

父 

・ 

母

佐　

山	

奥
田　

貫か
ん
た太	

圭
太
・
千
津

　

〃	

松
井
優ゆ

り

な
梨
奈	

秀
次
・
美
奈
代

　

林	

村
井
瑠る

き

と
騎
斗	

勝
巳
・
知
里

　

〃	

佐
原
な
る
咲さ	

順
司
・
知
亜
希

　

〃	

小
林　

美み
づ
き月	

恵
三
・　

桃

　

〃	

北
村　

航こ
う
だ
い大	

徹　

・
美
紀

下
津
屋	

加
納　

光み
つ
き耀	

洋　

・
香
苗

　

栄	

田
中
佳か

ほ

り
保
里	

学
・
美
智
子

くみやまマラソン
木津川サイクリングロードなど



10
広報くみやま平成 22 年 3 月 1 日

御牧校区 佐山校区 東角校区

自治会名 会長名 自治会名 会長名 自治会名 会長名

大橋辺

北川顔

藤和田

近協パレス

島田

東島田

坊之池

中島

西一口

東一口

相島

森

野村

村東

田村　　稔

村田　雅彦

河原﨑博之

荒川　孝史

嶋田　治夫

村田　和浩

勝田　安一

岸田　正次

齊藤　正美

栗林　昭夫

酒部　勘次

小森　道晴

川嶋　久治

坂口　照夫

佐山

佐古

市田

田井

下津屋

荒見

新開地

松陽台

下津屋団地

サンタウン佐山

鈴間

下津屋サンハイツ

佐山サンハイツ

坂　　正義

松本　康男

木村　武司

田畑　　明

奥野　　勲

井上　孝司

寺田　耕造

中江　浩一

舟坂　智子

四方　　孝

仁木富美子

清水　　卓

興山　紀造

清水

林

栄１・２丁目

栄３・４丁目

ミサワ林

東佐山団地

ハイツ西宇治

久御山団地

西武西林

籾池

双栗

長谷川　茂

堀内　　昇

和田　啓一

瀨口　克彦

信貴　豊廣

山口　照治

石川　　雅

濵伊　睦子

大塚　義夫

汐見　敏三

赤穗　忠子

▼平成２２年久御山町自治会長 ＝敬称略＝

新しい自治会長が決まりました
一年間よろしくお願いします

　

戦
没
者
遺
族
相
談
員
は
、戦
没
者
遺
族
に

つ
い
て
の
各
種
年
金
、給
付
金
な
ど
の
受
給

に
関
す
る
こ
と
や
生
活
上
の
問
題
に
関
す

る
相
談
・
指
導
な
ど
の
業
務
を
厚
生
労
働
大

臣
か
ら
委
託
さ
れ
た
相
談
員
で
す
。

相
談
員
／
林
芳
男
さ
ん

連
絡
先
／
〒
610
︱

0116
城
陽
市
奈
島
内
垣
内

　
　

86
☎
０
９
０
（
８
２
１
２
）
０
５
４
１

　
　
（
携
帯
）、
０
７
７
４
（
５
２
）
１
４
５

　
　

８
（
自
宅
、
フ
ァ
ク
ス
共
）

委
託
期
間
／
平
成
23
年
９
月
30
日
ま
で

問
い
合
わ
せ
／
社
会
福
祉
課

戦
没
者
遺
族
相
談
員
を
ご
存
じ
で
す
か

　

町
で
は
、
４
月
５
日
㈪
か
ら
「
燃
や
さ
な
い
ご
み
」
の
収
集
曜
日
を
次
の
と
お

り
変
更
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ
プ
回
収
を
４
月
か
ら
お
こ
な
い
ま
す
。
透
明

袋
に
入
れ
て
、「
燃
や
す
ご
み
」
の
収
集
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

変更後収集地域 変更前収集地域 曜日

月

火

水

木

金

松陽台、サンタウン佐山、佐山
サンハイツ、大橋辺、北川顔、
近協パレス、藤和田、中島、西
一口、東一口、相島

佐古、新開地、佐山、籾池、双
栗、市田、鈴間

東佐山団地、久御山団地

栄１・２丁目、栄３・４丁目、
清水、ハイツ西宇治、林、西武
西林、ミサワ林

田井、荒見、下津屋、下津屋団地、
下津屋サンハイツ、島田、東島
田、森、坊之池、野村、村東

佐古、新開地、佐山、籾池、双栗、
松陽台、サンタウン佐山、佐山
サンハイツ

市田、鈴間、栄１・２丁目、栄
３・４丁目、清水、林、西武西
林、ミサワ林、ハイツ西宇治

田井、荒見、下津屋、下津屋サ
ンハイツ、下津屋団地、大橋辺、
北川顔、藤和田、近協パレス、
島田、東島田

坊之池、森、野村、村東、中島、
西一口、東一口、相島

東佐山団地、久御山団地

　※　一部地域で収集曜日の変わらない地域があります。

曜日

月

火

水

木

金

「
燃
や
さ
な
い
ご
み
」
の

　

収
集
曜
日
を
変
更
し
ま
す
4月5日㈪

から
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行政ニュース 

　

い
き
い
き
ホ
ー
ル
で
は
、「
く
み
や
ま
い
き

い
き
教
室
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

初
心
者
で
も
安
心
し
て
ご
参
加
い
た
だ
け

る
、
ス
ト
レ
ッ
チ
を
中
心
と
し
た
教
室
か
ら
、

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
、
ボ
ー
ル
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
な

ど
様
々
な
教
室
を
開
催
。
目
的
に
合
わ
せ
て

様
々
な
教
室
か
ら
選
ん
で
い
た
だ
け
ま
す
。

　

ゆ
っ
く
り
と
体
力
づ
く
り
や
健
康
づ
く
り
、

仲
間
づ
く
り
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
／
３
月
30
日
㈫
〜
６
月
20
日
㈰　

午
前

10
時
15
分
か
ら　

毎
日
３
、４
教
室
開

催

対
象
／
町
内
在
住
で
40
歳
以
上
の
継
続
し
て

参
加
で
き
る
人

募
集
教
室
／
①
腰
痛
改
善
体
操　

②
チ
ェ
ア

で
膝
痛
体
操　

③
骨
盤
バ
ラ
ン
ス
体

操　

④
ボ
ー
ル
エ
ク
サ
サ
イ
ズ　

⑤

は
じ
め
て
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス　

⑥
ら
く
ら

く
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス　

⑦
青
竹
ビ
ク
ス　

⑧
お
な
か
シ
ェ
イ
プ
体
操　

⑨
簡
単

マ
ッ
ト
体
操　

⑩
サ
ッ
ソ
ウ
い
き
い
き

体
操　

⑪
膝
痛
ら
く
ら
く
体
操

定
員
／
各
10
人（
定
員
を
超
え
る
教
室
は
、　

　

先
着
順
で
は
な
く
抽
選
し
ま
す
）

費
用
／
満
60
歳
以
上
…
１
回
１
０
０
円
、
満

　
　

60
歳
未
満
…
１
回
２
０
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
３
月
２
日
㈫
か

ら
14
日
㈰
ま
で
の
間
に
、
同
ホ
ー
ル
へ
。

◇
チ
ェ
ア
で
膝
痛
体
操

　

膝
痛
の
予
防
・
改
善
の
た
め
、
膝
に
負
担

開
館
時
間　

午
前
10
時
～
午
後
８
時

休
館
日　

毎
週
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
、
そ
の
翌
日
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス　

http://w
w

w
.kum

i-iki.com
/

教
室
参
加
者
募
集

い
き
い
き
ホ
ー
ル

★
く
み
や
ま
い
き
い
き
教
室

の
な
い
ス
ト
レ
ッ
チ
や
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
筋
力

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
を
お
こ
な
い
ま
す
。

　

無
理
に
ひ
ざ
の
曲
げ
伸
ば
し
を
せ
ず
に
体

操
を
お
こ
な
い
ま
す
の
で
、
す
で
に
痛
み
の

あ
る
人
も
安
心
し
て
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

 

◇
青
竹
ビ
ク
ス

　

簡
単
な
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
の
後
、
青
竹
に
の

っ
て
足
の
裏
を
軽
く
刺
激
し
ま
す
。

　

足
の
む
く
み
や
冷
え
性
の
人
に
も
効
果
抜

群
で
す
。

　

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
が
初
め
て
の
人
や
体
力
に

自
身
の
な
い
人
も
楽
し
く
体
を
動
か
し
て
汗

を
か
い
て
い
た
だ
け
る
教
室
で
す
。

　国道１号（第二京阪道路一般部）
の新木津川大橋が完成し、渡河部

（延長０．９ｋｍ区間）が 3 月13日㈯
に開通します。
　この区間の開通により、国道１
号（第二京阪道路一般部）は、京
都外環状線（京都市伏見区）から
国道 307 号（枚方市）までが一本
につながります。
　さらに、３月２０日㈯の大阪府域
の第二京阪道路の開通により、大
阪中央環状線（門真市）まで直接
つながることとなります。
問い合わせ／建設整備課

対
象
／
府
内
在
住
・
在
勤
の
人

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
開
講
日
の
１
か

　
　

月
前
か
ら
、
同
セ
ン
タ
ー
☎
０
７
７
４

　
　
（
４
６
）
０
６
８
８
、０
７
８
０
へ
。

　
　

電
話
不
可

城
南
地
域

　

職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

　
　

講
座
案
内

ビジネス
英会話講座

日商簿記３級
検定受験講座

4 月 3 日〜
9 月 11 日

4 月 2 日〜
6 月 7 日

毎週
土

毎週
月
火
金

午前 9 時 30 分
〜正午

午後 6 時 30 分
〜 9 時

25人

30人

27,000 円
（別途教材費必要）

中小 18,400 円
一般 23,000 円

（別途教材費必要）

講座名 期間 曜日 開講時間 定員 受講料

※ 祝日は、休講です。受講料の「中小」とは、中小企業にお勤めの場合の受講料です。

「新木津川大橋」が
　　　開通します

今
回
開
通
区
間

久
くみやまちょう

御山町 佐
さ や ま

山地先

八
や わ た し

幡市
上
こ う づ や

津屋地先

く
み
や
ま
い
き
い
き
教
室
紹
介
③

京滋バイパス

田辺
松井 IC
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▼正答率が高い子どもほど学校への持ち
物を学校に行く前に確かめています。

▼正答率が高い子どもほど毎日朝ご
はんを食べています。

キ 
ャ

ン 
パ  

ス   

教
育
委
員
会
だ
よ
り

campus
No.12

　

小
学
校
に
つ
い
て
は
、
本
調
査
に
関
す
る

平
均
正
答
率
は
、
全
国
平
均
正
答
率
並
み
で

し
た
。

　

特
に
、
小
学
校
の
算
数
で
は
、「
基
礎
・
基

本
の
力
（
知
識
・
技
能
）」
は
全
国
を
上
回

る
結
果
で
あ
り
、
安
定
し
た
力
と
な
っ
て
い

ま
す
。
課
題
は
、
国
語
に
お
け
る
「
書
く
力
」

と
算
数
に
お
け
る
「
図
形
」
や
「
数
量
関
係
」

と
い
う
こ
と
が
明
確
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
中
学
校
に
つ
い
て
は
、
本
調
査
に

関
す
る
平
均
正
答
率
に
つ
い
て
は
全
国
平
均

よ
り
や
や
低
め
で
、
国
語
・
数
学
と
も
に
学

習
し
た
知
識
や
技
能
を
実
生
活
の
中
で
使
う

こ
と
が
で
き
る
力
（
応
用
力
）
に
課
題
が
見

ら
れ
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
調
査
結
果
を
受
け
、
児
童
生
徒
の
学
力

の
充
実
・
向
上
の
た
め
、
学
校
や
教
育
委
員

会
は
次
の
よ
う
な
取
組
み
を
お
こ
な
っ
て
い

ま
す
。

◆
学
校
で
は
・
・
・

　

小
・
中
学
校
で
は
、
本
調
査
の
結
果
に
つ
い

て
よ
り
詳
し
く
成
果
と
課
題
を
分
析
し
、
実

態
に
応
じ
た
授
業
改
善
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、「
書
く
力
」
に
つ
い
て
は
、
以

前
か
ら
の
課
題
で
も
あ
っ
た
の
で
、
小
学
校

で
は
、
授
業
の
振
り
返
り
学
習
と
し
て
授
業

の
最
後
に
わ
か
っ
た
こ
と
な
ど
を
書
い
た
り
、

授
業
の
中
で
も
○
字
以
内
で
ま
と
め
る
な
ど

書
く
こ
と
の
機
会
を
増
や
し
て
い
ま
す
。

　

中
学
校
で
も
「
か
く
ろ
ん
」
と
称
し
て
「
論

理
的
に
書
く
」
活
動
を
５
教
科
で
取
り
入
れ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
少
人
数
指
導
や
Ｔ
Ｔ
（
テ
ィ
ー
ム

テ
ィ
ー
チ
ン
グ
）
授
業
を
充
実
さ
せ
、
習
熟

に
応
じ
た
授
業
を
実
施
す
る
こ
と
で
一
人
一

人
を
大
切
に
し
た
指
導
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
小
・
中
学
校
で
は
大
学
の
教
授

な
ど
に
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
を
依
頼
し
て
お

り
、
年
数
回
の
授
業
参
観
と
授
業
分
析
お
よ

び
指
導
・
助
言
に
よ
る
教
師
力
向
上
の
た
め

の
研
修
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

家
庭
学
習
に
お
い
て
は
、
小
・
中
学
校
と

も
予
習
復
習
、
宿
題
、
苦
手
な
教
科
な
ど
計

画
的
に
勉
強
す
る
こ
と
を
指
導
し
て
い
ま
す
。

◆
教
育
委
員
会
で
は
・
・
・

　

児
童
生
徒
の
学
力
の
充
実
・
向
上
の
た
め
、

①
授
業
改
善
や
教
師
力
の
向
上　

②
学
習
習

慣
を
つ
け
る
こ
と
を
重
視
し
て
い
ま
す
。

　

①
に
つ
い
て
は
、
町
内
３
小
学
校
に
そ
れ

ぞ
れ
英
語
教
育
、
算
数
・
数
学
教
育
、
国
語

教
育
の
各
推
進
校
を
指
定
し
、
重
点
的
に
授

業
研
究
に
取
り
組
み
、
積
極
的
な
授
業
公
開

を
お
こ
な
う
こ
と
に
よ
り
幼
保
小
中
学
校
の

教
師
が
参
観
し
た
り
、
幼
保
小
中
の
一
貫
的

な
教
育
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
若
手
教
員
や
講
師
の
授
業
力
向
上

の
た
め
の
「
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
教
室
」
や
全
教

員
対
象
の
「
教
師
力
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
」
を

学
校
と
共
同
開
催
し
研
修
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
少
人
数
の
学
習
を
可
能
と
す
る

加
配
教
員
の
配
置
を
町
独
自
で
お
こ
な
っ
て

い
ま
す
。

　

②
に
つ
い
て
は
、
府
下
で
も
あ
ま
り
例
を

見
な
い
中
学
生
対
象
の
「
土
曜
塾
」
を
開
き
、

自
主
的
な
学
習
習
慣
の
獲
得
や
基
礎
学
力
の

充
実
・
向
上
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

児
童
生
徒
の
学
力
の
状
況
や
課
題
等
を
的
確
に
把
握
・
検
証
す
る
た
め
、
平
成

21
年
４
月
に
小
学
校
６
年
生
・
中
学
校
３
年
生
を
対
象
に
お
こ
な
わ
れ
た
全
国
学

力
・
学
習
状
況
調
査
の
う
ち
、
今
号
で
は
学
力
状
況
調
査
の
結
果
概
要
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。・規則正しい生活習慣

　「早ね・早起き・朝ごはん」
・子どもに励ましの言葉がけを！
・音読を聞いてあげてください。

家庭でお願いしたい
　３つのポイント！

平均正答率（％）

国語
A

国語
B

算数
A

算数
B

確かめている

どちらかといえば
確かめている

あまり確かめていない

全く確かめていない

	73.1 	54.0 	81.1 	57.9 

	66.8 	47.1 	76.6 	51.8 

	61.7 	41.7 	72.6 	46.8 

	57.0 	36.4 	68.4 	41.9 

平均正答率（％）

国語
A

国語
B

算数
A

算数
B

毎日食べている

どちらかというと
食べている

あまり食べない

全く食べない

	71.3 	52.0 	80.0 	56.3  

	63.1 	43.2 	72.4 	47.5  

	57.3 	37.5 	66.8 	41.8  

	53.2 	34.2 	63.2 	38.7  

（平成 21 年度全国結果より）

平
成
21
年
度
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
結
果

◉
教
科
に
関
す
る
調
査
結
果

◉
結
果
を
受
け
て
の
取
組
み
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vol.138

オンラインゲームのトラブル

　携帯電話やパソコンを利用して遊ぶオンラインゲー
ムに関する相談は、全国の消費生活センターなどに寄せ
られています。相談の約４割が、「無料」をうたったオ
ンラインゲーム（無料オンラインゲーム）の相談です。
　相談事例をみると「テレビＣＭで『無料』と宣伝して
いたので、安心して子どもに使わせていたところ、高額
な利用料を請求された」など、子どもの利用によるトラ
ブルが目立ちます。
　また、ワンクリック請求や個人情報に関するトラブル
もみられるため、注意が必要です。
◎アドバイス
①無料とうたっていても利用料や通信費がかかるこ

とがあります　…　無料とうたっているオンライン
ゲームでも、ゲームやアバターで使うアイテムが有料
である場合も多く、また、利用に際しては通信費がか
かるので注意すること。

②サイトにアクセスしただけで利用料金を請求されて
も言われるままに支払わない　…　サイト等で知り
合った人から「無料でオンラインゲームを利用でき
る」などと教えられても安易にアクセスしないこと。

③不用意に個人情報を教えない　…　ゲームサイトで
知り合った人から住所や電話番号等個人情報を教え
てほしい、顔写真を送ってほしいというようなメール
が届いても不用意に個人情報を教えない。

④最寄りの消費生活センターに相談する　…　こうし
たトラブルにあった場合は、すぐに最寄の消費生活セ
ンターに相談すること。

　トラブルに巻きこまれたら、１人で悩まず、京都府消
費生活安全センター☎ 075（671）0004、京都府山城
広域振興局商工観光室☎ 0774（21）2103 または町産
業課へご相談ください。

　

女
性
が
健
康
で
明
る
く
充
実
し
た
日
々
を

過
ご
す
こ
と
を
支
援
す
る
た
め
、
３
月
１
日

か
ら
８
日
を
「
女
性
の
健
康
週
間
」
と
定
め

て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
女
性
の
健
康
づ
く
り
の
た
め
子

宮
が
ん
検
診
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
子
宮

が
ん
に
は
、
発
生
場
所
や
特
徴
な
ど
が
異
な

る
子
宮
頚
が
ん
と
子
宮
体
が
ん
の
２
種
類
が

あ
り
ま
す
。

◆
子
宮
頚
が
ん

　

子
宮
が
ん
全
体
の
約
７
割
を
占
め
る
子
宮

頚
が
ん
は
、
30
〜
40
歳
代
に
多
く
み
ら
れ
ま

す
が
、
最
近
は
20
歳
代
の
増
加
が
目
立
ち
ま

す
。
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）

の
感
染
が
原
因
で
、
欧
米
で
は
性
感
染
症
と

認
識
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

初
期
症
状
は
ま
っ
た
く
な
く
、
進
行
す
る

と
、
月
経
と
は
無
関
係
な
出
血
な
ど
が
見
ら

れ
ま
す
。
増
殖
の
ス
ピ
ー
ド
が
非
常
に
遅
く
、

正
常
な
が
ん
細
胞
に
な
る
前
の
変
異
（
異
型

細
胞
）
を
診
断
で
き
、
早
期
発
見
し
や
す
い

が
ん
で
す
。
20
歳
以
上
の
人
は
、
２
年
に
１

回
検
診
を
受
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

こ
ん
な
症
状
は
危
険
な
サ
イ
ン

　

月
経
と
は
無
関
係
な
出
血
、
性
行
為
の
際

の
出
血
、
異
常
な
お
り
も
の
の
増
加
な
ど

◆
子
宮
体
が
ん

　

子
宮
体
が
ん
は
、
欧
米
の
婦
人
科
が
ん
で

最
も
多
い
が
ん
で
す
。
日
本
で
も
す
べ
て
の

年
齢
で
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
と
く
に

50
歳
以
降
で
多
く
な
り
ま
す
。

　

女
性
ホ
ル
モ
ン
に
よ
っ
て
で
き
や
す
く
、

検
診
の
有
効
性
に
限
り
が
あ
り
、
通
常
は
検

診
で
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
ま
せ
ん
。
月
経
異
常
な

ど
不
審
な
症
状
が
あ
っ
た
と
き
は
、
早
め
に

専
門
医
を
受
診
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

こ
ん
な
症
状
は
危
険
な
サ
イ
ン

　

月
経
異
常
（
過
多
月
経
、
不
規
則
月
経
）、

月
経
と
は
無
関
係
な
出
血
（
不
正
出
血
）、異

常
な
お
り
も
の
が
増
え
る
、
閉
経
後
少
量
ず

つ
の
出
血
が
長
く
続
く
、
排
尿
痛
・
排
尿
困

難
、
性
交
時
痛
、
骨
盤
領
域
の
痛
み

◆
子
宮
が
ん
の
検
診
方
法

　

一
般
的
に
は
子
宮
が
ん
検
診
で
は
、
子
宮

頚
が
ん
検
診
の
み
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。
不
正

出
血
、
月
経
異
常
、
褐
色
の
お
り
も
の
な
ど

異
常
が
あ
っ
た
人
に
子
宮
体
が
ん
検
診
を
実

施
ま
た
は
勧
奨
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
検
診
で

は
「
細
胞
診
」
を
お
こ
な
い
ま
す
。

◆
細
胞
診

　

子
宮
頚
部
ま
た
は
、
子
宮
内
膜
の
組
織
を

採
取
し
、
が
ん
細
胞
の
有
無
や
そ
の
種
類
を

調
べ
ま
す
。
月
経
中
は
、
十
分
な
検
査
が
で

き
ま
せ
ん
。
月
経
終
了
後
３
〜
７
日
の
受
診

が
よ
い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／
長
寿
健
康
課

45
　

長
寿
社
会
の
到
来
と
と
も
に
、
す
べ
て
の
人
々

が
そ
れ
ぞ
れ
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
健
康

づ
く
り
の
取
り
組
み
な
ど
を
定
め
た
「
健
康
く
み

や
ま
21
」
の
内
容
を
、
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
て
い

ま
す
。

〜「無料」のはずが高額請求　オンラインゲームのトラブル〜
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図
書
館

図
書
館

【
問
い
合
わ
せ
】

【
開 

館 

時 

間
】

【
休   

館   

日
】

☎
０
７
７
４
（
４
５
）
０
０
０
３

火
〜
金
曜
日
／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
７
時

土
・
日
・
祝
日
／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

１
日
㈪
・
８
日
㈪
・
15
日
㈪
・
23
日
㈫
・

29
日
㈪
・
31
日
㈬

■材料（10 人分）
134

ちらし寿
す し

司
356㌔カロリー / １人分

「くみやま食暦」作成検討会

すし飯･･････････５合
高野豆腐････････１個
にんじん･･･････４０g
かんぴょう･････ ３本
干ししいたけ･･･２０g

卵･･････････････２個
塩･････････････ 少々
紅しょうが･････ 適量
桜でんぶ･･･････ 適量
グリンピース･･･ 適量

作り方 

①　かんぴょうを塩でもんでから水洗
いし、水につけて戻す。干ししいた
けも水に漬けて戻して細切りにする。

②　かんぴょうをゆで、沸騰したら湯
を捨て、さらにゆで、細かく切る。

③　にんじんは、せん切りにする。
④　材料 Ａ を合わせて、煮汁を作る。
⑤　高野豆腐、にんじん、かんぴょう、

干ししいたけをそれぞれ、ひたひた
の④で煮込む。

⑥　すしめしと、⑤の干ししいたけ以
外の材料を混ぜ合わせる。

⑦　卵は塩を加え、錦糸卵を作る。
⑧　⑥に⑦、干ししいたけ、紅しょうが、

桜でんぶ、グリンピースを色よく飾っ
て出来上がりです。

今
月
の
テ
ー
マ
図
書

∧
旅
立
ち
の
と
き
∨

　

図
書
館
で
は
、
毎
月
テ
ー
マ
を
決
め
て
本
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

３
月
は
、
卒
業
や
退
職
等
に
よ
り
、
新
た
な
一
歩
を
ふ
み
だ
す
方

も
多
い
こ
と
で
し
ょ
う
。
今
月
は
、「
旅
立
ち
の
と
き
」
を
テ
ー
マ
に

オ
ス
ス
メ
の
本
を
紹
介
し
ま
す
。

オ
ス
ス
メ
本

「
読
め
ば
た
ち
ま
ち
ハ
ッ
ピ
ー
に
な
る
い
い
コ
ト
バ
」

皆
川
修
一
著

 

書
籍
・
映
画
等
か
ら
選
り
す
ぐ
っ
た
と
っ
て
お
き
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
。

あ
な
た
の
心
に
グ
ッ
と
く
る
コ
ト
バ
が
き
っ
と
あ
る
は
ず
。

「
定
年
前
・
定
年
後
」

　
　
　

新
た
な
挑
戦
「
仕
事
・
家
庭
・
社
会
」

ニ
ッ
セ
イ
基
礎
研
究
所
著

　

調
査
や
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
結
果
を
元
に
、
男
性
の
「
定
年
前
・
定
年

後
」の
人
生
に
光
を
あ
て
る
。
自
分
ら
し
い
定
年
後
の
人
生
に
向
け
て
、

第
一
歩
を
踏
み
出
す
ヒ
ン
ト
と
な
る
よ
う
に
…
。

「
未
来
を
つ
く
る
君
た
ち
へ
」
児
童
書

立
花
隆
・
関
川
夏
央
・
松
本
健
一
著

　

司
馬
遼
太
郎
の
作
品
に
登
場
す
る
緒
方
洪
庵
・
正
岡
子
規
・
高
田

屋
嘉
兵
衛
の
生
き
方
を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち
へ
未
来
を
切
り
拓
く

た
め
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
贈
る
。

新
着
図
書
の
紹
介

★
私
の
家
で
は
何
も
起
こ
ら
な
い

（
恩
田
陸
著
）

　

丘
の
上
の
幽
霊
屋
敷
と
呼
ば
れ
る
古

い
家
。
こ
こ
で
は
時
は
ゆ
っ
く
り
と
流

れ
て
い
る
。
美
し
く
優
雅
な
ゴ
ー
ス
ト

ス
ト
ー
リ
ー
。

★
赤
報
隊
始
末

（
東
郷
隆
著
）

　

江
戸
城
二
の
丸
放
火
、
薩
摩
藩
邸
焼

亡
…
。幕
末
の
大
き
な
う
ね
り
の
中
で
、

御
用
盗
銀
次
郎
の
剣
が
閃
光
を
放
つ
。

★
卒
業
の
歌

（
本
田
有
明
著
）

　

い
つ
も
び
り
っ
け
つ
の
６
年
３
組
。

合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
明
る
く
元
気
な

卒
業
の
歌
を
ク
ラ
ス
で
創
作
し
て
歌
う

こ
と
に
な
っ
て
…
。

★
コ
ド
リ
ー
ロ
の
お
や
つ

（
ロ
ベ
ル
ト
・
ア
リ
ア
ー
ガ
文
／

ち
ば
み
な
こ
絵
）

　

マ
マ
は
た
ま
ご
に
つ
き
っ
き
り
。
お

な
か
が
す
い
た
ワ
ニ
の
コ
ド
リ
ー
ロ

は
、
自
分
で
お
や
つ
を
探
し
に
行
き
ま

し
た
。

春
の
お
た
の
し
み
会

　

図
書
館
で
は
、
春
休
み
に
お
た
の
し
み
会
を
開
催
し
ま
す
。

申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。
ご
家
族
や
お
友
達
と
お
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

日
時
／
３
月
28
日
㈰　

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

場
所
／
ゆ
う
ホ
ー
ル

対
象
／
幼
児
・
児
童
と
そ
の
保
護
者

内
容
／
大
型
絵
本
「
お
ば
け
の
て
ん
ぷ
ら
」、
巻
絵
「
は
る
か

ぜ
と
ぷ
う
」（
図
書
館
職
員
）、
人
形
劇
サ
ー
ク
ル
「
ラ

デ
ィ
ッ
シ
ュ
」
に
よ
る
人
形
劇
「
く
ま
ど
ん
と
き
つ
ね
く

ん
」

だし汁･･････････ １カップ
砂糖…･･････････ 大さじ２
酒･･････････････ 小さじ１
みりん･･････････ 小さじ１
薄口しょうゆ･･･ 大さじ１強

A
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2010
March 3

　

町
文
化
サ
ー
ク
ル
の
加
盟

　

町
の
文
化
の
推
進
・
振
興
に
ご
協
力
い
た

だ
け
る
文
化
サ
ー
ク
ル
を
募
集
し
ま
す
。

　

な
お
、
審
査
の
後
、
町
文
化
サ
ー
ク
ル
に

登
録
さ
れ
る
と
、
同
連
絡
協
議
会
に
加
盟
し

て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
団
体
は
、
次
の
要
件
を
全
て

満
た
す
団
体
で
す
。

①
中
央
公
民
館
・
ゆ
う
ホ
ー
ル
で
定
期
的
な

活
動
を
し
て
い
る
団
体

②
お
よ
そ
10
人
以
上
で
構
成
し
、
過
半
数
が

町
在
住･

在
勤
者
で
占
め
ら
れ
る
団
体

③
代
表
者
が
町
在
住
・
在
勤
者
で
あ
る
こ
と

④
サ
ー
ク
ル
員
お
よ
び
講
師
、
活
動
内
容
を

明
ら
か
に
し
、
そ
の
都
度
同
連
絡
協
議
会

へ
報
告
す
る
こ
と

⑤
特
定
の
業
者
お
よ
び
講
師
の
営
利
を
目
的

と
し
な
い
こ
と

⑥
同
連
絡
協
議
会
に
加
入
し
、
同
協
議
会
の

決
定
お
よ
び
行
事
予
定
に
積
極
的
に
協
力

で
き
る
団
体

申
請
・
問
い
合
わ
せ
／
３
月
10
日
㈬
ま
で
に
、

申
請
書
を
社
会
教
育
課
へ
。

　

軽
自
動
車
な
ど
の
廃
車
申
請
は

　

お
早
め
に

　

ミ
ニ
バ
イ
ク
や
自
動
二
輪
、
軽
四
輪
な
ど

の
軽
自
動
車
税
は
、
４
月
１
日
現
在
の
所
有

者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
車
両
を
廃

車
、
譲
渡
さ
れ
る
人
は
、
４
月
１
日
ま
で
に

左
記
の
窓
口
へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。
届
出

が
４
月
２
日
以
降
の
場
合
、
平
成
22
年
度
軽

自
動
車
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
３
月
後
半
は
窓
口
が
大
変
混
雑
し

ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け
早
め
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

・
原
動
機
付
自
転
車
、
小
型
特
殊
自
動
車
…

税
務
課
（
印
鑑
と
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を

持
参
）

・
軽
四
輪
…
軽
自
動
車
検
査
協
会
京
都
事
務

所
（
京
都
運
輸
支
局
内
）
☎
０
７
５
（
６

　

７
１
）
０
９
２
８

・
二
輪
の
小
型
自
動
車
…
京
都
運
輸
支
局
☎

０
５
０
（
５
５
４
０
）
２
０
６
１

問
い
合
わ
せ
／
税
務
課

　

人
権
ゆ
か
り
の
地
を
た
ず
ね
て

　

町
で
は
、
人
権
意
識
の
啓
発
の
た
め
人
権

に
か
か
わ
る
施
設
を
見
学
し
ま
す
。

日
時
／
３
月
20
日
㈯　

午
前
９
時
〜
午
後
４

時
30
分

見
学
先
／
立
命
館
大
学
国
際
平
和
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
、
嵐
山
、
広
隆
寺

対
象
／
町
内
在
住
の
人

定
員
／
先
着
25
人

費
用
／
昼
食
代
と
し
て
、
１
，
５
７
５
円
程

度
徴
収
し
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
３
月
11
日
㈭
ま

で
に
、
社
会
福
祉
課
へ
。
電
話
可

　

あ
い
あ
い
ホ
ー
ル
の
催
し

○
ひ
な
ま
つ
り

　

ひ
な
ま
つ
り
に
バ
イ
オ
リ
ン
の
生
演
奏
を

楽
し
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。
申
し
込
み
は
、
い

り
ま
せ
ん
。

日
時
／
３
月
３
日
㈬　

午
前
11
時
〜
11
時
30

分

○
親
子
ク
ッ
キ
ン
グ

　

親
子
で
ア
ン
パ
ン
マ
ン
の
巻
き
寿
司
を
作

っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
／
３
月
５
日
㈮　

午
前
10
時
〜
11
時
30

分

費
用
／
１
家
族
３
０
０
円

申
し
込
み
／
同
ホ
ー
ル
へ
。

○
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
交
流
会

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
と
は
、
育
児
の
援

助
を
必
要
と
す
る
「
お
ね
が
い
会
員
」
と
援

助
を
す
る
「
ま
か
せ
て
会
員
」
が
登
録
し
、

必
要
な
場
合
に
一
時
的
に
子
ど
も
を
預
か
る

制
度
で
す
。

　

現
在
登
録
中
の
会
員
の
交
流
会
と
し
て
、

一
緒
に
手
作
り
お
も
ち
ゃ
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

　

サ
ポ
ー
ト
会
員
に
な
っ
て
み
よ
う
か
な
！

と
興
味
を
持
っ
て
い
る
人
は
お
気
軽
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。
ご
参
加
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時
／
３
月
７
日
㈰　

午
前
10
時
30
分
〜
11

時
30
分

内
容
／
簡
単
な
手
作
り
お
も
ち
ゃ
を
作
り
ま

す
。

○
公
園
で
遊
び
ま
し
ょ
う

　

一
緒
に
公
園
で
遊
び
ま
せ
ん
か
。
申
し
込

み
は
い
り
ま
せ
ん
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

日
時
／
３
月
11
日
㈭　

午
前
９
時
50
分
〜
11

時
30
分
（
雨
天
の
場
合
は
、
中
止
し
ま

す
）

場
所
／
佐
古
内
屋
敷
公
園
＆
く
じ
ら
公
園

○
親
子
で
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
＆
ヨ
ー
ガ
教
室

　

親
子
で
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
＆
ヨ
ー
ガ
を
楽
し

み
ま
し
ょ
う
。

日
時
／
３
月
19
日
㈮　

午
前
10
時
〜
11
時
30

分

費
用
／
１
家
族
３
０
０
円

申
し
込
み
／
同
ホ
ー
ル
へ
。

福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
の
交
付

　

町
で
は
、
障
害
の
あ
る
人
が
社
会
的
な
活

動
を
す
る
一
助
と
し
て
、
タ
ク
シ
ー
利
用
券

を
お
渡
し
し
ま
す
。

　

利
用
券
は
、
町
と
契
約
す
る
京
都
府
内
タ

ク
シ
ー
事
業
者
で
４
月
１
日
か
ら
利
用
で
き

ま
す
。

対
象
／
身
体
障
害
者
手
帳
（
視
覚
・
下
肢
・

体
幹
・
心
臓
・
じ
ん
臓
・
呼
吸
器
・
ぼ

う
こ
う
・
直
腸
）
１
級
か
ら
３
級
の
人
、

療
育
手
帳｢

Ａ｣

の
人

交
付
期
日
／
３
月
15
日
㈪
か
ら

申
請
・
問
い
合
わ
せ
／
身
体
障
害
者
手
帳
・
療

育
手
帳
・
印
鑑
を
ご
持
参
の
う
え
、
社

会
福
祉
課
へ
。
な
お
、
窓
口
で
の
申
請

が
困
難
な
人
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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こ
こ
ろ
の
サ
ロ
ン

　

町
で
は
、
こ
こ
ろ
に
病
の
あ
る
人
を
対
象

に
、
仲
間
と
交
流
し
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
過

ご
し
て
い
た
だ
く
サ
ロ
ン
を
毎
月
開
い
て
い

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
／
①
３
月
５
日
㈮　

午
前
11
時
〜
午
後

２
時　

②
３
月
19
日
㈮　

正
午
〜
午

後
３
時

場
所
／
中
央
公
民
館

内
容
／
①
料
理
教
室　

②
ビ
デ
オ
鑑
賞
、
カ

ラ
オ
ケ
、
ゲ
ー
ム
な
ど

問
い
合
わ
せ
／
社
会
福
祉
課

　

肝
臓
機
能
障
害
に
よ
る
身
体
障

　

害
者
手
帳
の
交
付

　

４
月
か
ら
、
次
に
該
当
す
る
肝
臓
機
能
障

害
の
あ
る
人
に
対
し
て
、
身
体
障
害
者
手
帳

が
交
付
さ
れ
ま
す
。

　

申
請
受
付
は
、
す
で
に
開
始
し
て
い
ま
す
。

対
象
／
認
定
基
準
に
該
当
す
る
肝
臓
機
能
障

害
の
あ
る
人
。
肝
臓
移
植
を
受
け
、
抗

免
疫
療
法
を
実
施
し
て
い
る
人

認
定
基
準
／
主
と
し
て
肝
臓
機
能
障
害
の
重

症
度
分
類
で
あ
るC
hild

‐Pugh

分

類
に
よ
っ
て
判
定
し
、
３
か
月
以
上
グ

レ
ー
ド
Ｃ
に
該
当
す
る
人
。
た
だ
し
、

診
断
前
の
６
か
月
間
に
ア
ル
コ
ー
ル
を

摂
取
し
て
い
る
人
な
ど
は
対
象
と
な
り

ま
せ
ん
。

※C
hild

‐Pugh

分
類
…
肝
性
脳
症
、
腹

水
、
血
清
ア
ル
ブ
ミ
ン
値
、
プ
ロ
ト
ロ
ン

ビ
ン
時
間
、
血
清
総
ビ
リ
ル
ビ
ン
値
に

よ
っ
て
肝
臓
機
能
障
害
の
重
症
度
を
評

価
し
ま
す
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
／
申
請
書
、
診
断
書
、
写

真
（
た
て
４
㎝
×
よ
こ
３
㎝
）
を
社
会

福
祉
課
へ
。

　

麻
し
ん
風
し
ん
の
予
防
接
種

　

麻
し
ん
風
し
ん
の
予
防
接
種
は
お
済
で
す

か
。
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
予
防
接
種
の
対
象

と
な
る
年
齢
の
人
が
、
無
料
で
接
種
で
き
る

期
限
が
迫
っ
て
い
ま
す
。

　

久
御
山
町
・
宇
治
市
・
城
陽
市
・
京
都
市

伏
見
区
内
の
予
防
接
種
協
力
医
療
機
関
で
予

約
の
う
え
、
早
め
に
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

期
限
／
３
月
31
日
㈬
ま
で

接
種
場
所
／
久
御
山
町
・
宇
治
市
・
城
陽
市
・

京
都
市
伏
見
区
の
予
防
接
種
協
力
医

療
機
関
（
要
予
約
）

※
伏
見
区
淀
地
域
以
外
の
伏
見
区
内
の
医
療

機
関
の
場
合
の
み
、
事
前
に
長
寿
健
康
課

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

対
象
／
第
２
期
…
平
成
15
年
４
月
２
日
生
〜

平
成
16
年
４
月
１
日
生
、
第
３
期
…
平

成
８
年
４
月
２
日
生
〜
平
成
９
年
４
月

１
日
生
、
第
４
期
…
平
成
３
年
４
月
２

日
〜
平
成
４
年
４
月
１
日
生

問
い
合
わ
せ
／
長
寿
健
康
課

　

国
民
年
金
の
手
続
き

　

国
民
年
金
は
、
国
内
に
住
む
20
歳
か
ら
60

歳
ま
で
の
す
べ
て
の
人
が
加
入
し
ま
す
。

　

必
要
な
届
け
出
を
忘
れ
る
と
、
将
来
受
け

取
る
年
金
額
が
少
な
く
な
っ
た
り
、
受
け
ら

れ
な
く
な
っ
た
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

次
の
よ
う
な
と
き
は
忘
れ
ず
に
届
け
出
を

し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
／
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
☎
０
５

　
　

７
０
（
０
５
）
１
１
６
５
、Ｉ
Ｐ
電
話
・

　
　

Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
は
☎
０
３
（
６
７
０
０
）

　
　

１
１
６
５
、
住
民
課

　

引
っ
越
し
な
ど
で
出
た
ご
み

　

引
っ
越
し
な
ど
で
多
量
に
出
た
ご
み
を
ご

み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
す
と
、
ご
近
所
の
迷

惑
に
な
っ
た
り
、
町
の
収
集
体
制
に
影
響
が

出
た
り
し
ま
す
。

　

多
量
に
出
た
ご
み
や
大
型
ご
み
は
戸
別
に

収
集
し
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
電
話
で
予

約
し
て
く
だ
さ
い
。
収
集
日
は
木
曜
日
に
限

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

収
集
に
あ
た
っ
て
は
、
収
集
車
が
入
れ
る

所
ま
で
ご
み
を
出
し
、
作
業
に
立
ち
会
っ
て

く
だ
さ
い
。
そ
の
際
、
ご
み
の
量
に
応
じ
て

処
理
料
金
を
徴
収
し
ま
す
。

　

ま
た
、
エ
ア
コ
ン
、
テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫
・

冷
凍
庫
、
洗
濯
機
は
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
の

対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
所
定
の
手
続

き
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
／
環
境
保
全
課

　

古
紙
・
古
布
は
資
源
で
す
！

　

分
別
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
を

　

不
要
に
な
っ
た
新
聞
紙
・
雑
誌
・
ダ
ン
ボ

ー
ル
・
古
布
は
、
分
別
し
て
地
域
の
集
団
回

収
や
古
紙
回
収
業
者
な
ど
に
出
し
ま
し
ょ
う
。

　

町
で
は
、
非
営
利
の
団
体
が
お
こ
な
う
古

紙
な
ど
の
集
団
回
収
に
対
し
て
、
１
㌕
当
た

り
８
円
を
補
助
金
と
し
て
支
給
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
で
集
団
回
収
を
お
こ
な
っ
て
い
な
い

な
ど
の
状
況
が
あ
れ
ば
、
集
団
回
収
を
始
め

ま
せ
ん
か
。
団
体
の
活
動
資
金
と
し
て
、
ぜ

ひ
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
／
環
境
保
全
課
へ
。

　

保
育
所
入
所
申
し
込
み

　

添
付
書
類
の
提
出

　

平
成
22
年
度
町
立
保
育
所
の
入
所
申
し
込

み
を
さ
れ
た
人
は
、
新
規
・
継
続
に
か
か
わ

ら
ず
、
３
月
19
日
㈮
ま
で
に
平
成
21
年
分
源

泉
徴
収
票
ま
た
は
確
定
申
告
の
写
し
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、「
入
所
の
手
引
き
」
お
よ
び
保

育
所
か
ら
配
布
の
「
提
出
書
類
の
案
内
」
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
／
学
校
教
育
課

配偶者が厚生年金（共済組合）に加入している会社を退職して
扶養されなくなった
結婚して厚生年金（共済組合）に加入している配偶者に扶養さ
れるようになった
離婚して厚生年金（共済組合）に加入している配偶者に扶養さ
れなくなった

収入が増えて厚生年金（共済組合）に加入している配偶者に扶
養されなくなった
収入が減って厚生年金（共済組合）に加入している配偶者に扶
養されるようになった

退職して厚生年金（共済組合）に加入している配偶者に扶養さ
れるようになった
配偶者が厚生年金（共済組合）に加入している会社に就職して
扶養されるようになった

退職して厚生年金（共済組合）の資格を喪失した
就職して厚生年金（共済組合）の資格を取得した 勤務先

住民課

配偶者の勤務先

配偶者の勤務先

住民課

配偶者の勤務先

住民課

住民課

配偶者の勤務先

就
職
・
退
職

結
婚
・
離
婚
増
収
・
減
収

こんなとき 届出先
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浄
化
槽
の
定
期
点
検
と
清
掃

　

浄
化
槽
式
の
水
洗
ト
イ
レ
を
ご
使
用
の
人

は
、
浄
化
槽
の
正
常
な
機
能
を
保
つ
た
め
、

保
守
点
検
と
清
掃
、
水
質
検
査
が
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

実
施
に
は
専
門
知
識
が
必
要
で
す
の
で
、

次
の
業
者
に
委
託
し
て
く
だ
さ
い
。

○
保
守
点
検
…
京
都
府
登
録
の
浄
化
槽
保
守

検
業
者

○
清
掃
…
城
南
衛
生
管
理
組
合
の
許
可
を
得

た
浄
化
槽
清
掃
業
者

○
水
質
検
査
…
京
都
府
知
事
が
指
定
す
る
検

査
機
関
の
㈳
京
都
保
健
衛
生
協
会
☎
０
７

　

５
（
６
８
１
）
１
７
２
７

　

ま
た
、
増
改
築
や
下
水
道
へ
の
接
続
な
ど

で
浄
化
槽
の
使
用
を
廃
止
さ
れ
る
と
き
は
、

環
境
保
全
課
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
／
環
境
保
全
課
ま
た
は
城
南
衛

生
管
理
組
合
☎
０
７
５
（
６
３
１
）
５

　
　

１
７
１

　

ス
キ
ッ
プ
広
場

　

保
育
所
の
遊
戯
室
や
園
庭
に
親
子
が
気
軽

に
集
ま
っ
て
、
一
緒
に
遊
び
な
が
ら
子
育
て

の
情
報
交
換
や
交
流
を
し
ま
す
。
校
区
に
関

係
な
く
、
ど
の
保
育
所
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時
／
３
月
９
日
㈫　

午
前
10
時
〜
11
時
30

分

場
所
／
佐
山
・
御
牧
・
宮
ノ
後
保
育
所

内
容
／
園
庭
開
放

対
象
／
町
内
在
住
の
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

持
ち
物
／
着
替
え
・
水
筒
な
ど

問
い
合
わ
せ
／
各
保
育
所

男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

町
で
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
に
つ
い
て

考
え
る
き
っ
か
け
に
な
る
こ
と
を
目
的
に
、

男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
き
ま
す
。

日
時
／
３
月
13
日
㈯　

午
後
１
時
〜
３
時
20

分

場
所
／
ゆ
う
ホ
ー
ル

内
容
／
第
１
部
…
「
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン

推
進
の
た
め
の
標
語
」
表
彰
式
、
第
２

部
…
京
都
府
女
性
の
船
久
御
山
支
部
会

員
に
よ
る
紙
芝
居
「
世
界
中
の
ひ
ま
わ

り
娘
へ
」、
第
３
部
…
京
都
ノ
ー
ト
ル

ダ
ム
女
子
大
学
生
活
福
祉
文
化
学
部
学

部
長　

米
田
泰
子
さ
ん
に
よ
る
講
演

会
：
演
題
「
仕
事
と
生
活
の
調
和
〜
子

育
て
は
楽
し
い
」

※
当
日
は
、
保
育
ル
ー
ム
を
設
置
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／
社
会
教
育
課

　

天
ぷ
ら
油
な
ど
に
よ
る
火
災

　

の
防
止

　

平
成
21
年
版
消
防
白
書
に
よ
る
と
建
物

火
災
（
３
０
，
０
５
３
件
）
の
出
火
原
因
は
、

コ
ン
ロ
（
５
，
４
６
１
件
）
に
よ
る
も
の
が

最
も
多
く
１
８
・
２
㌫
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

天
ぷ
ら
油
に
よ
る
火
災
は
、
水
を
か
け
る

な
ど
消
火
方
法
を
誤
る
と
、
被
害
を
一
層
拡

大
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
消
火
器

で
安
全
、
確
実
に
消
火
し
ま
し
ょ
う
。

　

コ
ン
ロ
火
災
を
防
止
す
る
た
め
に
、
普
段

か
ら
家
庭
で
実
践
す
る
次
の
ポ
イ
ン
ト
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

・
天
ぷ
ら
な
べ
を
火
に
か
け
た
ら
、
そ
の
場

を
離
れ
な
い
。

・
コ
ン
ロ
か
ら
離
れ
る
と
き
は
必
ず
火
を
消

す
。

・
天
ぷ
ら
油
は
加
熱
し
す
ぎ
な
い
よ
う
に
注

意
す
る
。

・
コ
ン
ロ
の
周
り
に
燃
え
や
す
い
物
を
置
か

な
い
。

・
過
熱
防
止
装
置
を
備
え
た
調
理
器
具
を
使

う
。

問
い
合
わ
せ
／
消
防
本
部

　

新
一
年
生
高
等
学
校
奨
学
金
・

　

入
学
支
度
金

　

府
で
は
、
高
等
学
校
な
ど
へ
４
月
に
入
学

予
定
の
生
徒
が
い
る
町
民
税
非
課
税
世
帯
で
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
世
帯
の
生
徒
に

奨
学
金
な
ど
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

対
象
／
①
父
子
・
母
子
世
帯
（
20
歳
以
上
の

お
子
さ
ん
が
い
な
い
家
庭
）　

②
児
童

世
帯　

③
障
害
者
世
帯
（
父
や
母
が
障

害
者
手
帳
３
級
以
上
な
ど
を
持
つ
世
帯
）

　
　

④
長
期
療
養
者
世
帯
（
父
や
母
が
６
か

月
以
上
入
院
等
し
て
い
る
世
帯
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
３
月
15
日
㈪
ま

で
に
、
申
請
書
と
平
成
21
年
度
町
民
税

　
　

非
課
税
証
明
書
、
振
込
口
座
を
確
認
で

　
　

き
る
も
の
、
印
鑑
を
ご
持
参
の
う
え
、

　
　

山
城
北
保
健
所
福
祉
室
☎
０
７
７
４（
２

　
　

１
）
２
１
０
２
へ
。

※
他
の
府
奨
学
金
制
度
と
あ
わ
せ
て
の
受
給

は
出
来
ま
せ
ん
。

　

難
病
相
談
（
関
節
リ
ウ
マ
チ
）

日
時
／
３
月
24
日
㈬　

午
後
１
時
〜
３
時
30

分
（
受
付
）

場
所
／
京
都
府
山
城
北
保
健
所
綴
喜
分
室

対
象
／
関
節
リ
ウ
マ
チ
お
よ
び
そ
の
疑
い
が

あ
る
人
や
そ
の
家
族

内
容
／
専
門
医
に
よ
る
個
別
相
談
と
指
導
・

助
言

担
当
医
師
／
京
都
第
一
赤
十
字
病
院　

糖
尿

病
・
内
分
泌
・
リ
ウ
マ
チ
科
部
長　

福

田
亙
医
師

定
員
／
６
人

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
３
月
２
日
㈫
か

ら
、
同
分
室
☎
０
７
７
４
（
６
３
）
５

　
　

７
４
５
へ
。

　

町
総
体
空
手
道
選
手
権
大
会

　

町
空
手
道
連
盟
で
は
、
空
手
道
選
手
権
大

会
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

日
時
／
３
月
28
日
㈰　

午
前
９
時
か
ら

場
所
／
総
合
体
育
館

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
（
小
学
生

以
上
）
の
人

※
全
空
連
ル
ー
ル
採
用
で
経
験
者
と
し
ま
す
。

種
目
／
個
人
戦
…
形
試
合
・
組
手
試
合
（
学

年
別
）

※
拳
サ
ポ
・
プ
ロ
テ
ク
タ
ー
が
必
要
で
す
。

費
用
／
１
人
５
０
０
円
（
当
日
徴
収
）

※
形
・
組
手
参
加
可
能
で
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
３
月
10
日
㈬
ま

　
　

で
に
、
町
空
手
道
連
盟
事
務
局
（
福
井

　
　

さ
ん
宅
）
☎
０
７
７
４
（
４
４
）
２
１

　
　

５
０
ま
た
は
各
道
場
、
鸞
風
舎
久
御
山

　
　

道
場
、
同
志
館
佐
山
道
場
、
体
育
協
会

　
　

事
務
局
（
総
合
体
育
館
内
）
へ
。

ス
ポ
ー
ツ
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︿
申
し
込
み
と
費
用
﹀

　

各
教
室
の
参
加
申
し
込
み
は
、
来
館
ま
た

は
電
話
の
う
え
、
必
ず
参
加
者
本
人
か
そ
の

保
護
者
な
ど
が
お
こ
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。

　

費
用
は
、
３
月
10
日
㈬
（
10
日
ま
で
の
教

室
に
つ
い
て
は
開
催
前
日
）
ま
で
に
、
ゆ
う

ホ
ー
ル
窓
口
（
午
前
９
時
〜
午
後
８
時
）
へ

お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

　

費
用
の
記
載
が
な
い
教
室
は
、
無
料
で
す
。

　

パ
ソ
コ
ン
教
室 

▼
こ
れ
か
ら
始
め
る
パ
ソ
コ
ン

　
（
エ
ク
セ
ル
編
Ⅱ
）

日
時
／
３
月
20
日
㈯
・
21
日
㈷
・
27
日
㈯
・

28
日
㈰
【
４
回
コ
ー
ス
】　

午
前
９
時

30
分
〜
11
時
30
分

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18
歳
以
上
の
人

内
容
／
エ
ク
セ
ル
に
よ
る
表
や
グ
ラ
フ
・
計

算
な
ど
の
様
々
な
応
用
機
能
を
学
習
し

ま
す
。

定
員
／
16
人

費
用
／
３
，
０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
別
途

必
要
２
，
１
０
０
円
）

　

童
謡
を
楽
し
む
会 

日
時
／
３
月
10
日
㈬
・
24
日
㈬　

い
ず
れ
も

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
お
お
む
ね
50
歳

以
上
の
人

内
容
／
先
生
の
ピ
ア
ノ
に
合
わ
せ
て
、
童
謡

な
ど
を
楽
し
く
歌
い
ま
す
。

定
員
／ 

各
60
人（
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
）

費
用
／
資
料
代
の
み
必
要
で
す
。

　

大
人
ビ
デ
オ
鑑
賞
教
室 

日
時
／
３
月
17
日
㈬　

午
後
１
時
30
分
〜
３

時
30
分

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18
歳
以
上
の
人

内
容
／
自
然
・
紀
行
・
映
画
な
ど
の
ビ
デ
オ

を
鑑
賞
し
ま
す
。

定
員
／
25
人
（
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
）

　

漢
字
出
直
し
塾 

日
時
／
３
月
12
日
㈮
・
26
日
㈮　

い
ず
れ
も

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18
歳
以
上
の
人

内
容
／
プ
リ
ン
ト
を
使
っ
た
自
習
形
式
で
、

小
学
校
で
習
う
漢
字
か
ら
も
う
一
度
学

び
直
し
ま
す
。

定
員
／
各
30
人（
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
）

費
用
／
１
０
０
円

　

週
末
の
星
空
観
察
会 

日
時
／
３
月
６
日
㈯　

午
後
７
時
30
分
〜
８

時
30
分
、
27
日
㈯　

午
後
７
時
30
分
〜

８
時
30
分
（
受
付
け
は
、
終
了
時
間
の

30
分
前
ま
で
）

対
象
／
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
小
学

生
以
下
は
保
護
者
同
伴
で
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

内
容
／
天
体
望
遠
鏡
で
星
空
の
観
察
を
し
ま

　
　

す
。（
雨
天
・
曇
り
の
場
合
は
中
止
）

　

自
然
探
訪
教
室

日
時
／
３
月
21
日
㈷　

午
後
５
時
〜
９
時

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

（
小
学
生
だ
け
で
は
参
加
で
き
ま
せ
ん
）

内
容
／
バ
ス
で
南
山
城
村
へ
行
き
、
春
の
星

空
を
観
察
し
ま
す
。（
雨
天
・
曇
り
の

場
合
は
中
止
）

定
員
／
30
人

　

漢
字
の
達
人
教
室

日
時
／
３
月
６
日
㈯　

午
前
９
時
30
分
〜
11

時

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
２
〜
６
年
生

内
容
／
漢
字
に
慣
れ
親
し
み
、
文
字
を
丁
寧

に
書
く
こ
と
を
学
び
ま
す
。

定
員
／
20
人

　

小
学
生
工
作
教
室

日
時
／
３
月
13
日
㈯　

①
午
前
９
時
〜
正
午

②
午
後
２
時
〜
５
時
、
14
日
㈰　

③
午

前
９
時
〜
正
午　

④
午
後
２
時
〜
５
時

※
①
〜
④
か
ら
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
生

内
容
／
木
で
便
利
な
箱
を
作
り
ま
す
。

定
員
／
各
10
人

費
用
／
３
０
０
円

　

第
７
回
サ
イ
エ
ン
ス
ク
イ
ズ
大
会

日
時
／
３
月
22
日
㉁　

午
前
９
時
〜
11
時

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
生
以
上
の
人
（
小

学
１
〜
３
年
生
は
保
護
者
同
伴
で
参
加

し
て
く
だ
さ
い
）

内
容
／
実
験
結
果
を
三
択
で
予
想
す
る
楽
し

い
ク
イ
ズ
大
会
で
す
。

定
員
／
30
組
程
度

　

小
・
中
学
生
の
た
め
の
囲
碁
教
室

日
時
／
３
月
27
日
㈯　

午
前
９
時
30
分
〜
11

　
　

時
30
分

対
象
／
町
内
在
住
の
小
・
中
学
生
・
保
護
者

内
容
／
囲
碁
を
基
礎
か
ら
楽
し
く
学
び
ま
す
。

定
員
／
20
人

ゆう
ホール

日時／ 3 月 21 日㈷　2 回上映
　　①午前 10 時 30 分〜 11 時 40 分
　　②午後１時〜 2 時 10 分
対象／町内在住・在勤の人
※幼児は、保護者同伴で参加してください。
定員／各 200 人
費用／満３歳以上ひとり 300 円
※チケットは、ゆうホール、中央公民館、

総合体育館で３月２日㈫から発売します。

© やなせたかし／フレーベル館・TMS・NTV
© やなせたかし／アンパンマン製作委員会 2009

を上映します。

ゆ
う
ホ
ー
ル

申
し
込
み
は
３
月
２
日
㈫　

午
前
９
時
か
ら

☎
０
７
７
４
（
４
５
）
０
０
０
２

休
館
日　

毎
週
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
、

　
　
　
　

そ
の
翌
日
）
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博
物
館
見
学
ツ
ア
ー

日
時
／
３
月
25
日
㈭　

午
前
９
時
〜
午
後
５

時

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
３
〜
６
年
生

内
容
／
天
王
寺
動
物
園
へ
行
き
ま
す
。（
京

阪
電
車
・
大
阪
市
営
地
下
鉄
利
用
）

定
員
／
30
人

費
用
／
６
０
０
円

　

た
の
し
い
折
り
紙
教
室

日
時
／
３
月
27
日
㈯　

午
後
２
時
〜
３
時

対
象
／
町
内
在
住
で
３
歳
以
上
の
幼
児
、
小

学
生
と
保
護
者

内
容
／
親
子
で
折
り
紙
を
楽
し
み
ま
す
。

※
各
自
、
折
り
紙
を
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

定
員
／
20
組

　

樹
木
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
教
室

日
時
／
３
月
27
日
㈯　

午
前
９
時
〜
午
後
３

時
（
中
央
公
民
館
集
合
・
解
散
）

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18
歳
以
上
の
人

内
容
／
塔
ノ
島
か
ら
天
ヶ
瀬
ダ
ム
に
か
け
て

の
宇
治
川
周
辺
の
樹
木
を
探
索
し
ま
す
。

講
師
／
桑
原
光
弘
さ
ん

定
員
／
20
人

費
用
／
１
０
０
円

持
ち
物
／
昼
食
、
筆
記
用
具

※
履
き
な
れ
た
靴
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

※
申
し
込
み
の
少
な
い
教
室
は
、
開
催
を
中

　

止
ま
た
は
延
期
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

有
料
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
予
約

　

方
法
が
変
わ
り
ま
す

　

４
月
１
日
㈭
か
ら
、
町
内
の
有
料
ス
ポ
ー

ツ
施
設
の
１
か
月
先
分
の
予
約
申
し
込
み
は
、

総
合
体
育
館
の
窓
口
の
み
と
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
総
合
体
育
館
の
休
館
日
は
、
ゆ

う
ホ
ー
ル
で
お
こ
な
い
ま
す
。

　

予
約
は
、
午
前
８
時
45
分
か
ら
先
着
順
で

受
け
付
け
ま
す
。
午
前
９
時
以
降
は
、
こ
れ

ま
で
ど
お
り
で
す
。

　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器

　

使
用
講
習
会
＆
相
談
日

日
時
／
３
月
12
日
㈮
・
15
日
㈪
・
18
日
㈭
・

23
日
㈫　

午
後
７
時
〜
７
時
40
分
、
３

月
６
日
㈯
・
７
日
㈰
・
20
日
㈯
・
21
日

㈷　

午
前
10
時
〜
10
時
40
分

※
い
ず
れ
か
一
日
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

対
象
／
12
歳
以
上
の
人
（
小
学
生
を
除
く
）

内
容
／
体
育
館
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
の
使

用
方
法
な
ど
を
学
び
、
機
器
を
利
用
す

る
た
め
に
必
要
な
講
習
会
で
す
。
ま
た
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
を
ア

ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

定
員
／
各
先
着
15
人

費
用
／
５
０
０
円
（
講
習
会
受
講
済
で
相
談

だ
け
の
場
合
は
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー

ム
使
用
料
の
み
必
要
で
す
）

　

体
育
館
開
放
ス
ポ
ー
ツ
デ
ー

日
時
／
３
月
13
日
㈯　

午
前
９
時
〜
正
午

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人

種
目
／
小
学
生
用
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
卓
球
、
輪
投

げ
な
ど　

内
容
／
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
を
無
料
で
開
放
し

ま
す
。
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。
お

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
行
政
・
人
権
擁
護
相
談
】

３
月
９
日
㈫　

午
前
10
時
～
午
後
３
時　

役

場
庁
舎
１
階
相
談
室
１

【
女
性
の
た
め
の
相
談
】

３
月
９
日
㈫
・
23
日
㈫　

い
ず
れ
も
午
前
10

時
～
午
後
１
時

※
面
談
・
電
話
相
談
と
も
に
前
日
ま
で
に
社

会
教
育
課
に
申
し
込
み
が
必
要
（
定
員
に

満
た
な
い
場
合
は
当
日
も
受
け
付
け
ま
す
）

【
心
配
ご
と
相
談
】（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

３
月
11
日
㈭
・
25
日
㈭　

午
後
１
時
～
４
時

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

▽
ふ
れ
あ
い
テ
レ
ホ
ン
相
談

相
談
専
用
電
話
☎
０
７
５
（
６
３
１
）
３
４

２
１

相
談
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

【
こ
れ
か
ら
の
こ
と
相
談
】（
町
社
会
福
祉
協

議
会
）

３
月
11
日
㈭　

午
後
１
時
～
４
時　

地
域
福

祉
セ
ン
タ
ー

※
電
話
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。
申
し
込
み

は
同
協
議
会
へ
。

【
無
料
法
律
相
談
】（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

３
月
18
日
㈭　

午
後
１
時
～
３
時
30
分　

地

域
福
祉
セ
ン
タ
ー　

先
着
６
人
（
要
予
約
）

※
申
し
込
み
は
、
同
協
議
会
へ
。

出演者
募　集

日時／ 5 月 16 日㈰　午前 10 時〜午後 3 時
場所／中央公民館玄関前（屋外）
対象／町内在住・在勤・在学の人
定員／先着 8 団体
申し込み・問い合わせ／ 3 月 11 日㈭までに、中

央公民館へ。
※新規出場希望者は、デモテープを提出してくだ

さい。カラオケは、募集対象ではありません。

総
合
体
育
館

申
し
込
み
は
３
月
１
日
㈪　

午
前
９
時
か
ら

☎
０
７
７
４
（
４
４
）
３
７
０
０

休
館
日　

毎
週
水
曜
日

中
央
公
民
館

申
し
込
み
は
３
月
１
日
㈪　

午
前
９
時
か
ら

☎
０
７
５
（
６
３
１
）
１
０
０
０

休
館
日　

毎
週
水
曜
日

町
の
人
口（
前
月
比
／
減
21
人
）

総人口
男　性
女　性
世帯数

16 ,895 人　
8 ,408 人　
8 ,487 人　
6 ,788 世帯

出　生
死　亡
転　入
転　出

5 人　
10 人　
43 人　
59 人　

〈2 月 1 日現在〉 

〈1 月中の動き〉 
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保健予防のコーナー 

御牧保育所  ☎・　075（631）2475

町体育協会（町総合体育館内）
☎0774（44）2205　 0774（44）2203

消 防 本 部  ☎631-1515
　 syoubou@town.kumiyama.kyoto.jp  
　 075（632）5382

会  計  課  ☎631-9932/45-3909
　 kaikei@town.kumiyama.kyoto.jp  
　 075（632）1899

議会事務局  ☎631-9996/45-0105
　 gikai@town.kumiyama.kyoto.jp 
　 075（632）3000

下 水 道 課  ☎631-9990/45-3920
　 gesuidou@town.kumiyama.kyoto.jp  
　 0774（46）0086

水  道  課  ☎631-9987/45-3919
　 suidou@town.kumiyama.kyoto.jp  
　 0774（46）0086

社会教育課  ☎631-9980/45-3918
　 syakai@town.kumiyama.kyoto.jp  
　 075（631）6129

あいあいホール
☎0774（41）2263　 0774（41）2283

いきいきホール
☎0774（41）3466　 0774（44）1199

荒　見　苑
☎0774（44）3405　 0774（44）7801

地域福祉センター（町社会福祉協議会）
☎075（631）0022　 075（632）3001

佐山保育所  ☎・　0774（43）2970

宮ノ後保育所  ☎・　0774（43）4906

宇治警察署  ☎0774（21）0110

山城広域振興局 宇治総合庁舎
☎0774（21）2101　 0774（21）2106

山城北保健所
☎0774（21）2191　 0774（21）6215

10 か月児健診（2 月15日）で
見つけたかわいい笑顔です。

予 防 接 種 
予 防 接 種 名 日（曜） 受付時間 対 象 ・ 接 種 方 法

予防接種を受けるときは、「予防接種手帳」または「予防接種と子どもの健康」をよく読んで、予診票と母

子健康手帳をご持参ください。

母 子 保 健
健 診 名 な ど 日（曜） 受付時間 対 象 内 容

健　  診 ・ 相　  談
健 診 名 な ど  日（曜） 受付時間 対 象 内 容

成 人 歯 科 健 診 17 日㈬ 午後1時〜1時30分 歯科医師による健康診査、歯
科衛生士による歯みがき指導

40 歳以上の人・ 
妊婦 

会場は、保健センター（※ 1 はあいあいホール）です。母子健康手帳・健康手帳をお持ちの人は、必ずご持
参ください。 問い合わせ／長寿健康課 

1 0 か 月 児 健 診 15 日㈪ 午後1時20分～1時50分 医師による健康診査　　　　
離乳・保育・栄養などの指導

平成21年4月生まれ

Ｂ Ｃ Ｇ 予 防 接 種 16 日㈫ 午後1時40分～1時55分 ・3 か月以上 6 か月未満の乳児
（3 ～ 4 か月児健診対象者は健診時に接種）

※ 2 は前々日までに予約が必要です。

3 ～ 4 か 月 児 健 診 16 日㈫ 午後1時20分～2時
医師による健康診査、ＢＣＧ
予防接種、離乳・保育・栄養
などの指導、ブックスタート

平成21年11月生まれ

2 歳 6 か月児歯科健診 17 日㈬ 午後1時20分～1時40分
歯科医師による健康診査、予
防指導、身体的・精神的な発
達指導

平成19年8月生まれ

乳 幼 児 相 談 18 日㈭ 午前9時30分～10時30分 ことば・しつけ・栄養などの
相談乳　幼　児

1 歳 8 か月児健診 12 日㈮ 午後1時20分～2時
医師、歯科医師による健康診
査、身体的・精神的な発達指
導

平成20年6月生まれ

3 歳 児 健 診 19 日㈮ 午後1時20分～2時
医師、歯科医師による健康診
査、身体的・精神的な発達指
導

平成18年8月生まれ

※ 1

離 乳 食 教 室 24 日㈬ 午前10時～10時15分 離乳食の指導、作り方の実習
と試食（初期・中期・後期）3～10か月児の保護者

※ 2
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環境保全のコーナー 

月

火 

水 

木 

町公共機関電話番号等 

■久御山町役場（代表）
☎ 075（631）6111/0774（45）0001
　 075（632）1899

■各課別ダイヤルイン等
総  務  課  ☎631-9991/45-3922
　 soumu@town.kumiyama.kyoto.jp 
　 075（632）1899

企画財政課  ☎631-9992/45-3924
　 kikaku@town.kumiyama.kyoto.jp
　 075（632）1899

広報行政課  ☎631-9993/45-3926
　 koho@town.kumiyama.kyoto.jp 
　 075（632）1899

国保医療課  ☎631-9913/45-3906
　 kokuho@town.kumiyama.kyoto.jp  
　 075（632）5933

学校教育課  ☎631-9974/45-3917
　 gakkou@town.kumiyama.kyoto.jp  
　 075（631）6129

住  民  課  ☎631-9904/45-3905
　 jyumin@town.kumiyama.kyoto.jp  
　 075（632）5933

都市計画課  ☎631-9966/45-3915
　 tokei@town.kumiyama.kyoto.jp  
　 075（632）5558

長寿健康課  ☎631-9903/45-3904
　 tyouzyu@town.kumiyama.kyoto.jp  
　 075（632）5933

産  業  課  ☎631-9964/45-3914
　 sangyou@town.kumiyama.kyoto.jp  
　 075（631）6149

社会福祉課  ☎631-9902/45-3902
　 hukusi@town.kumiyama.kyoto.jp 
　 075（631）1807

建設整備課  ☎631-9961/45-3912
　 kensetu@town.kumiyama.kyoto.jp  
　 075（631）6149

税  務  課  ☎631-9926/45-3908
　 zeimu@town.kumiyama.kyoto.jp  
　 075（632）5933

環境保全課  ☎631-9917/45-3907
　 kankyou@town.kumiyama.kyoto.jp  
　 075（632）5558

3 月のごみ・し尿収集日 

佐古・新開地・佐山・籾池・双栗・
市田・鈴間・田井・荒見・下
津屋・下津屋サンハイツ・島
田・東島田・森・坊之池・野村・
村東 

久御山団地 

松陽台・サンタウン佐山・佐山
サンハイツ・栄１・２丁目・栄
３・４丁目・ハイツ西宇治・清水・
林・西武西林・ミサワ林・大橋
辺・北川顔・藤和田・近協パレ
ス・中島・西一口・東一口・相島・
下津屋団地・東佐山団地・久御
山団地 

佐古・新開地・佐山・籾池・双栗・
松陽台・サンタウン佐山・佐山
サンハイツ 

市田・鈴間・栄１・２丁目・栄
３・４丁目・清水・林・西武西
林・ミサワ林・ハイツ西宇治 

田井・荒見・下津屋・下津屋サ
ンハイツ・下津屋団地・大橋辺・
北川顔・藤和田・近協パレス・
島田・東島田 

坊之池・森・野村・村東・中島・
西一口・東一口・相島 

東佐山団地・久御山団地 

くみもれの場合は、必ず収集口から確認のうえ、翌日（翌日が土曜日・日曜日・祝日の場合はそ
の翌日）に、城南衛生管理組合☎ 075（631）5171 へ連絡してください。

藤和田・島田・東島田・東一口（国道１号
以東）・森（国道１号以東）・森村東（国道
1 号以東）・野村・野村村東・佐山・新開地・
佐古・清水・林・市田・田井・荒見・下津
屋 

北川顔（府道以東）・坊之池・森（国道１号以西）・
森村東（国道 1 号以西）・西一口・中島・相島 

東一口（国道１号以西） 

大橋辺・北川顔（府道以西） 

燃やすごみ 

月・木 

火・水・金 

火・金 

燃やさないごみ 

金 

リサイクルごみ
缶 類
ペットボトル
紙 パ ッ ク

使用済みてんぷら油
10 日（第 2 水曜日）

び ん 類
発泡食品トレー
発泡スチロール

3 日
（第 1 水曜日）

17 日
（第 3 水曜日）

10 日
（第 2 水曜日）

24 日
（第 4 水曜日）

※簡単な水洗いをして、分別し  
中身の見える袋に入れて出し  
てください。 

※びん・ペットボトルは、必ず
ふたをはずしてください。

※公会堂等の指定場所に油の入っ
ていた容器等で出してください。

し 　 尿 

18 日㈭

19 日㈮
3 日㈬

25 日㈭
2 日㈫

24 日㈬
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古
川
流
域
の
橋
⑴

　

久
御
山
町
の
東
部
を
北
流
す
る
古
川

に
、
上
流
の
上
津
屋
橋
（
城
陽
市
）
か

ら
約
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
下
流
の
安
田
橋

（
宇
治
市
）
ま
で
、
そ
の
間
に
古
川
橋
、

参
道
橋
、
新
橋
、
開
拓
橋
、
東
角
橋
、
立

花
橋
が
架
橋
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
の

橋
も
地
域
に
密
着
し
て
い
て
、
特
に
府

道
宇
治
淀
線
の
古
川
橋
と
府
道
八
幡

宇
治
線
の
安
田
橋
の
自
動
車
交
通
量
は
、

終
日
途
絶
え
る
こ
と
も
な
く
、
久
御
山

町
を
横
断
す
る
幹
線
道
路
の
橋
と
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
他
の
橋
も
、
両
岸
地

域
の
交
流
、
小
・
中
学
校
、
高
校
の
通

学
路
と
し
て
親
睦
の
架
け
橋
と
な
っ
て

い
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
古
川
が
巨
椋
池
に
流
入

し
て
い
た
明
治
二
十
三
年（
一
八
九
〇
）

の
山
城
地
図
を
み
る
と
、
佐
山
村
（
現

久
御
山
町
）
の
領
域
に
は
、
上
流
か
ら

大
久
保
橋
、
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
下
流
に

参
道
橋
、
さ
ら
に
二
五
〇
メ
ー
ト
ル
下

流
に
新
橋
が
あ
る
の
み
で
、
重
要
な
幹

線
道
路
と
さ
れ
る
安
田
橋
は
地
図
に
記

載
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
し
て
、
東
西
に

通
じ
る
道
路
は
、
奈
良
街
道
の
“
宇
治

屋
の
辻
”（
宇
治
市
）
か
ら
一
本
道
で
、

通
称
東
林
の
集
落
の
北
端
か
ら
新
橋
を

渡
り
、
西
林
・
佐
古
・
田
井
を
経
て
御

牧
村
に
至
る
道
が
唯
一
の
広
い
道
で
あ

っ
た
。

　

し
た
が
っ
て
こ
の
幹
線
道
路
か
ら
離

れ
て
い
る
集
落
の
人
々
は
、
新
橋
へ
行

く
の
に
随
分
不
便
な
思
い
を
し
た
に
違

い
な
い
。
例
え
ば
市
田
の
人
が
小
倉
村

（
現
宇
治
市
）
へ
行
く
と
す
る
と
、
現

在
で
は
安
田
橋
を
渡
れ
ば
近
い
距
離
で

あ
る
。
し
か
し
明
治
中
期
に
は
安
田
橋

は
な
く
、対
岸
に
安
田
村
（
現
宇
治
市
）

が
あ
る
の
に
架
橋
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

　

橋
を
架
け
て
い
な
か
っ
た
理
由
、
そ

れ
は
近
世
の
幕
藩
体
制
に
起
因
し
て
い

る
と
思
わ
れ
る
。
幕
末
期
の
市
田
は
淀

藩
領
、
安
田
村
は
会
津
藩
領
で
あ
っ
た
。

知ち
ぎ
ょ
う
ち

行
地
を
統
治
す
る
大
名
は
、
他
藩
と

の
交
流
を
嫌
い
、
村
の
入
口
に
番
小
屋

を
建
て
て
他
村
か
ら
の
侵
入
を
警
戒
し

て
い
た
。
淀
藩
と
会
津
藩
の
集
落
、
村

人
は
当
然
他
領
の
道
を
避
け
て
領
内
を

通
る
こ
と
に
な
る
。
市
田
の
村
人
が
奈

良
街
道
へ
行
く
に
は
佐
古
か
ら
東
へ
向

か
い
、
古
川
の
左
岸
を
上
流
に
歩
い
て

新
橋
を
渡
っ
て
一
本
道
、
宇
治
道
と
交

差
す
る
“
宇
治
屋
の
辻
”
に
至
る
と
い

う
経
路
で
あ
る
。
幸
い
な
こ
と
に
近
世

の
淀
藩
は
、
御
牧
村
三
五
三
〇
石
、
佐

山
村
六
カ
村
三
〇
八
〇
石
と
、
大
久
保

村
・
広
野
村
の
一
六
六
二
石
を
領
知
し
、

ま
た
佐
山
村
六
カ
村
は
大
久
保
・
広
野
・

富
野
・
枇
杷
庄
の
十
カ
村
で
佐
山
組
を

組
織
し
、
淀
藩
と
の
対
応
に
共
同
体
制

を
と
り
、
厚
諠
を
深
め
あ
っ
て
い
た
。

　

安
田
橋
が
な
い
の
と
相
対
に
、
林
村

周
辺
に
架
か
る
三
つ
の
橋
は
、
こ
の
両

岸
一
円
が
淀
藩
領
で
あ
り
、
淀
藩
が
藩

の
治
政
上
、
新
橋
・
大
久
保
橋
を
架
設

し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
理
由
の

一
つ
に
毛け

み見
（
検
見
）
と
い
っ
て
、
藩

の
役
人
が
米
の
収
穫
前
に
田
を
巡
見

し
、
豊
凶
の
度
合
い
を
検
査
し
て
年
貢

代
を
決
め
る
制
度
が
あ
る
。
村
役
人
は

巡
見
の
一
行
を
迎
え
て
、
案
内
・
接
待

に
気
を
遣
う
。
現
在
の
古
川
橋
の
上
流

約
三
〇
メ
ー
ト
ル
に
架
か
っ
て
い
た
大

久
保
橋
は
、
右
岸
が
大
久
保
村
領
で
村

ま
で
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
狭
い
農
道
の

周
辺
は
見
わ
た
す
限
り
水
田
が
続
い
て

い
た
。
左
岸
の
佐
山
村
側
も
農
道
の
先

が
大
久
保
橋
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
橋
は

巡
見
の
便
宜
上
、
架
橋
さ
れ
た
と
考
え

ら
れ
る
の
で
あ
る
。
大
久
保
橋
は
昭
和

十
五
年
、
京
都
飛
行
場
造
成
に
伴
っ
て

奈
良
電
車
（
現
近
鉄
京
都
線
）
の
大
久

保
駅
か
ら
淀
大
橋
に
至
る
道
路
が
新
設

さ
れ
、
古
川
橋
の
架
橋
で
三
〇
メ
ー
ト

ル
上
流
の
大
久
保
橋
は
利
用
す
る
人
の

姿
も
な
く
、
昭
和
三
〇
年
代
に
解
体
撤

去
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

　

一
方
、
新
橋
に
つ
い
て
淀
藩
と
の
関

わ
り
を
み
て
み
よ
う
。
寛
永
十
年
（
一

六
三
三
）、一
〇
万
石
の
知
行
で
淀
藩
に

入
封
し
た
永
井
信
濃
守
尚
政
は
、
曹
洞

宗
の
開
祖
道
元
が
最
初
の
道
場
（
伏
見

区
深
草
）
を
興
聖
寺
に
開
い
た
が
、
叡

山
宗
徒
に
焼
か
れ
て
跡
形
も
な
く
な
っ

た
。
そ
の
興
聖
寺
を
尚
政
は
慶
安
元

年
（
一
六
四
八
）
に
宇
治
川
右
岸
の
朝

日
山
麓
に
伽が

ら
ん藍

諸
堂
を
再
興
し
て
い

る
。
ま
た
、
知
行
地
の
広
野
村
に
同
宗

の
円
蔵
院
を
建
立
し
、
周
辺
の
荒
地
を

開
墾
し
て
新
田
を
造
成
し
た
。
こ
の
興

聖
寺
再
興
の
文
化
事
業
、
そ
し
て
知
行

地
の
繁
栄
に
努
め
た
尚
政
は
、
淀
城
か

ら
御
牧
郷
を
経
て
新
橋
を
渡
り
、
広
野

村
へ
と
た
え
ず
往
訪
し
た
に
違
い
な
い
。

三
五
〇
年
前
の
話
は
想
像
の
域
を
で
な

い
が
、
参
道
橋
に
つ
い
て
は
、
次
号
に

述
べ
た
い
と
思
う
。

　
　

久
御
山
町
郷
土
史
会
会
長

阪
部　

五
三
夫

▲古川改修工事現場の木橋

第三章 古川流域の変遷（3）


